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Ⅰ 点検及び評価の概要 

１ 趣旨 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正（平成２０年４月施行）

において、教育委員会は、その権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

て、毎年点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出

するとともに公表しなければならないことと規定されました。 

また、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知

見の活用を図るものとされています。 

このことは、教育委員会が、地域の教育に責任を負う役割を再確認し、透明

性を高め、説明責任を果たさなければならないというねらいがあります。 

香美町教育委員会では、平成２８年度に策定した「香美町教育振興基本計画

後期計画」を基に教育委員会が推進する「教育の重点」に沿って、具体的な教

育行政が執行されているかについて、また、今後のあり方等について、教育委

員会が自ら評価し、学識経験者の知見の活用を図りつつ、より効果的な教育行

政の推進に資するとともに、町民への説明責任を果たすため、事務事業の点検

及び評価を行うこととします。 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

２ 点検及び評価の対象 

「香美町教育振興基本計画 後期計画」に位置づけられている「主な取組及

び具体的な達成目標」及び令和２年度に実施している香美町教育行政の主な施

策及び事務事業の中から、香美町教育委員会としてそのあり方を検証する必要

性が高いと判断される主要な事務事業を対象とします。 

 

３ 点検及び評価の方法 

点検及び評価に当たっては、事務事業ごとに、事業の内容、実施状況及び結

果について、①妥当性（目的妥当性、町の関与）、②有効性（町民ニーズ等、

進捗度合い）、③効率性（手段の最適性、受益者負担、コスト削減）の観点か

ら、担当者が自己評価を行います。 

自己評価をもとに、内部評価委員会を開催して、判定及び方向性を次のとお

り内部評価し、課題及び今後の対応などを検討した結果を総合評価とします。 
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【判 定】 

判定 評価基準 達成率 対前年度評価 進捗評価 

A よくできている 100％超 
前年度を上回っ

て達成 

指標を上回って

達成 

B できている 75％超 100％以下 前年度と同等 指標どおり達成 

C あまりできていない 50％超 75％以下 
前年度を少し下

回った 
指標を下回った 

D できていない 50％以下 
前年度を大きく

下回った 

指標を大きく下

回った 

 

【方向性】 

拡  大 施策上の必要性や住民ニーズにより、さらに拡大・充実を図るべきもの 

維  持 現状どおり事業を継続させることが妥当なもの 

内容改善 実施方法・内容などを見直して事業成果の向上を図るべきもの 

縮  小 サービスの供給又は費用が過大となっており適正化を図るべきもの 

廃  止 施策上の必要性や住民ニーズが減少し、廃止が妥当なもの 

 

この総合評価は、内部評価委員会によって判断した結果であり、判定結果に

よる良し悪しを示すものではありませんが、事務事業の実施状況・結果と内部

評価に基づいて、次年度の各事務事業の方向性について検討していきます。 

 

４ 学識経験者の知見の活用 

評価等の客観性を確保するため、教育に関する学識経験などを有する方３名

で、外部評価委員会を組織し、教育委員会活動及び事務事業の総合評価結果に

ついて、３名の委員からさまざまな意見及び提言等をいただきます。 

 

氏  名 所 属 等 

廣 岡  徹 
学識経験者 

兵庫教育大学教職大学院元教授（現非常勤講師） 

三上恵里香 保護者、令和３年度香美町ＰＴＡ協議会会長 

田邊 正和 保護者、令和３年度香美町ＰＴＡ協議会副会長 

 

５ 評価結果の公表 

外部評価委員会の意見・助言を盛り込んだ評価結果について、報告書を作成

し、議会に提出するとともに、ホームページへの掲載等により公表します。 

 

６ 次年度事務事業への反映 

この点検・評価の結果を踏まえて、次年度の事務事業に反映させます。 
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Ⅱ 教育委員会の活動状況 

１ 教育委員会委員 

（令和３年３月３１日現在） 

職 名 氏 名 任期満了日 

教育長 藤原
ふじわら

 健一
けんいち

 令和３年５月１９日 

委 員（職務代理） 野村
の む ら

 道彦
みちひこ

 令和３年５月３０日 

委 員 吉田
よ し だ

加代子
か よ こ

 令和４年５月３０日 

委 員 安田
や す だ

 優二
ゆ う じ

 令和６年５月３０日 

委 員 多田
た だ

 好江
よ し え

 令和５年５月３０日 

 

２ 教育委員会会議の開催状況 

  開催回数 定例会：１２回、臨時会：０回 

 

会議区分 開催日時 開催場所 

 ４月定例  ４月２２日(水)午後１時半～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ５月定例  ５月２６日(火)午後１時半～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ６月定例  ６月２６日(金)午後１時半～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ７月定例  ７月２０日(月)午後１時半～ 香美町役場 第２会議室 

 ８月定例  ８月２６日(水)午後１時半～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ９月定例  ９月２５日(金)午後１時半～ 村岡地域局 ３０１会議室 

１０月定例  １０月２８日(水)午後１時半～ 村岡地域局 ３０１会議室 

１１月定例  １１月２４日(火)午後１時半～ 村岡地域局 ３０１会議室 

１２月定例  １２月２２日(火)午後１時半～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 １月定例  １月２６日(火)午後１時半～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ２月定例  ２月２２日(月)午後１時半～ 香美町役場 第２会議室 

 ３月定例  ３月２２日(月)午後１時半～ 村岡地域局 ３０１会議室 
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３ 教育委員会会議での審議事項 
 

開催月 区分 審 議 ・ 協 議 事 項 審 議 ・ 協 議 結 果 

４月定例 

議案 香美町香住区中学校統合検討委員会設置要綱を定めることについて 原案可決 

議案 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について 原案承認 

協議 香美町教育委員会：令和２年度学校訪問について 訪問の計画等について協議 

５月定例 

議案 
香美町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例制定に関する意見について 
原案承認 

議案 
香美町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例制定に関する意見について 
原案承認 

議案 
香美町立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則を定めること

について 
原案可決 

議案 香美町立幼稚園管理規則の一部を改正する規則を定めることについて 原案可決 

議案 香美町教育研修所の運営について 原案承認 

議案 
香美町新型コロナウイルス感染症感染拡大防止保育環境改善事業費補助

金交付要綱を定めることについて 
原案可決 

協議 但馬教科用図書採択地区協議会委員について 教育長、野村教育委員を選出 

協議 香美町教育委員会：令和２年度学校訪問について 教育委員の訪問先を決定 

６月定例 協議 令和２年度香美町教育委員会の点検・評価について 内部評価について協議 

７月定例 

議案 
香美町スクールバスの運行に関する規則の一部を改正する規則を定める

ことにつて 
原案可決 

議案 
香美町立小学校及び中学校教職員の勤務時間の適正化検討委員会設置要

綱の一部を改正する要綱を定めることについて 原案可決 

議案 
香美町新型コロナウイルス感染症感染拡大防止保育環境改善事業費補助

金交付要綱の一部を改正する要綱を定めることについて 原案可決 

協議 香住区中学校の統合について 検討結果について協議 

８月定例 
議案 令和３年度使用教科用図書の採択について 原案可決 

協議 令和２年度教育委員会の点検・評価（外部評価結果）について 外部評価結果等について協議 

９月定例 

議案 

香美町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業者の確認等及び業務

管理体制に係る届出に関する規則の一部を改正する規則を定めることに

ついて 
原案可決 

議案 
香美町保育体制強化事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱を定める

ことについて 
原案可決 

議案 
香美町新型コロナウイルス感染症感染拡大防止保育環境改善等事業費補

助金交付要綱の一部を改正する要綱を定めることについて 
原案可決 

議案 
香美町立学校事務職員の職務に関する要綱の一部を改正する要綱を定め

ることについて 
原案可決 

10 月定例 協議 香美町教育振興基本計画に係るアンケートについて アンケート内容等について協議 

11 月定例 議案 香住文化会館備品の購入契約締結に関する意見について 原案承認 

12 月定例 

議案 【報告】香住文化会館整備工事の請負変更契約を締結することについて 原案承認 

議案 
香美町香住区中学校統合に係る学校指定用品購入費補助金交付要綱を定

めることについて 原案可決 

１月定例 

議案 香美町立幼稚園管理規則の一部を改正する規則を定めることについて 原案可決 

協議 令和３年度香美町教育の重点（案）について 素案について協議 

協議 令和２年度卒業(園)式の予定について 教育委員の出席先を決定 

２月定例 

議案 
香美町立香住文化会館条例の一部を改正する条例制定に関する意見につ

いて 
原案承認 

議案 香美町立公民館条例の一部を改正する条例制定に関する意見について 原案承認 

議案 
香美町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例制定に関する意見

について 
原案承認 

議案 
香美町立学校施設使用条例の一部を改正する条例制定に関する意見につ

いて 
原案承認 

議案 
香美町立社会体育施設条例の一部を改正する条例制定に関する意見につ

いて 
原案承認 

 

議案 香美町教育委員会公印規則の一部を改正する規則を定めることについて 原案可決 

議案 
香美町立学校及び幼稚園の入学、入園区域規則の一部を改正する規則を

定めることについて 
原案可決 
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議案 
香美町スクールバスの運行に関する規則の一部を改正する規則を定める

ことについて 
原案可決 

議案 
香美町遠距離通学費補助金交付要綱の一部を改正する要綱を定めること

について 
原案可決 

議案 
香美町立学校給食センター条例の一部を改正する条例制定に関する意見

について 
原案承認 

２月定例 

議案 
香美町立学校給食センター管理規則の一部を改正する規則を定めること

について 
原案可決 

議案 
香美町立小代認定こども園管理規則の一部を改正する規則を定めること

について 
原案可決 

議案 
香美町立小代認定こども園運営規程の一部を改正する規程を定めること

について 
原案可決 

協議 令和３年度香美町教育の重点（案）について 最終案について協議 

協議 令和３年度入学(園)式の予定について 教育委員の出席先を決定 

３月定例 

議案 
香美町招致外国青年就業規則の一部を改正する規則を定めることについ

て 
原案可決 

議案 
香美町新型コロナウイルス感染症感染拡大防止保育環境改善等事業費補

助金交付要綱の一部を改正する要綱を定めることについて 
原案可決 
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４ 教育委員会会議以外の活動状況 

⑴ 研修等 

名 称 実 施 日 開催場所 

兵庫県教育委員会連合会研修会【中止】 令和２年 ５月１４日 姫路市 

兵庫県女性教育委員研修会【中止】 令和２年 ６月２５日 丹波市 

但馬教育委員会連合会研修会 令和２年 ７月 ６日 豊岡市 

兵庫県教育委員会連合会 

全県夏季教育委員会研修会【中止】 

令和２年 ８月２０日 

      ～２１日 
神戸市 

近畿市町村教育委員会研修大会【中止】 令和２年１１月１０日 神戸市 

 

⑵ 教育委員会関連事業 
ア 入学(園)式・卒業(園)式 

 
保育所 

認定こども園 
幼稚園 小学校 中学校 

入学（園）式 
４月 ６日 ４月 ８日 

９日 

４月 ８日 ４月 ８日 

卒業（園）式 ３月２０日 
３月１９日 

３月２３日 
３月２２日 ３月１０日 

 

イ 運動会 

 保育所 

認定こども園 
幼稚園 小学校 中学校 

運動会 

９月１９日 

１０月 ３日 

９月  ６日 

１２日 

１３日 

２５日 

２６日 

１０月１５日 

１８日 

９月 ６日 

  １１日 

  １２日 

１３日 

２０日 

２６日 

１０月１５日 

１８日 

９月 ４日 

５日 

１２日 

２０日 

 

ウ 学校訪問：８回・・・小学校：５校、中学校：２校、幼稚園：４園、 

柴山保育所、香住・小代学校給食センター、 

香住子育て・子育ち支援センター、教育相談センター 

 

エ その他関連事業 

名  称 実 施 日 

総合教育会議 
令和２年 ７月２０日 

令和３年 ２月２２日 

 

⑶ その他  但馬教育塔合祀祭・・・令和２年８月１９日 
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Ⅲ 点検及び評価の結果 

 1 重点施策の取組状況 

  (1) 香美町ならではの教育の挑戦 

   ① 香美町ならではの「魅力ある学校園づくり」の推進 

    ア 新しい学習指導要領等がめざす教育・保育の実現 

     令和２年度は『香美町教育振興基本計画 後期計画』（平成２８年１２月策定）

実施の４年目に当たり、国や県の教育の動向を踏まえつつ、「ふるさと香美町を大

切にする人づくり」に向けた教育を推進し、町の将来の担い手育成のために、学

校、家庭、地域が互いに連携し、役割を分担し合いながら、子どもたちを幼児期か

ら育てていく体制づくりを行なってきました。 

     各学校園所においては１学級当たりの園児、児童生徒数が少ないことから、教職

員一人が関わる人数が少なく、きめ細やかに一人一人を磨き育てる教育が可能であ

ることや、校区ならではの教育・学習資源や教育力に恵まれ、地域と一体となった

教育が可能であることなど、絶好の教育環境を生かしてきました。 

     これらの教育環境を強みと捉え、各学校園所は「令和２年度魅力ある学校園所」

を策定し、一人一人を認め育てる個に応じた指導に積極的に取り組むことにより、

教科学習での、基礎・基本の習得など「確かな学力」の確立につながる学力の向上

を目指しました。 

 

    イ 香美町ならではの教育・保育の充実 

     各園所においては、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた指導に

徹するとともに、「エピソード記録」による園児の日常行動の把握に努めました。 

     また、香美町就学前教育研究会において交流する中で、「ほめる」「認める」指導

をさらに浸透させ、一人一人の子どもの特性の伸張・心身ともに望ましい成長に資

する専門的指導力の向上を図りました。 

 

   ② 地域をあげた人づくりの推進 

    ア たくましく生きる力の土台づくりとなる「３つの町民運動」の展開 

     香美町では平成２５年度から、次代を担う子どもたちに、激しく変化する社会を

生きていく力を身につけさせるため「確かな学力、豊かな心、健やかな体」をバラ

ンスよく育成する具体的な取組として「読書」「あいさつ」「体力づくり」の３つの

町民運動の推進に取組んできました。 

     令和２年度は、小学校区を中心に近隣小・中・高が連携したあいさつ運動の取組

を継続し、家庭や地域、学校園や公民館、事業所等と連携して、町民運動のさらな

る全町的な広がりに向けて広報活動を行いました。 

     また、各小学校・園では読み聞かせにより、本への興味を持たせる取組を行い各

公民館の「町じゅう図書館」活動で本を手に取る機会を広げる取組を引き続き行い

ました。 
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イ ふるさと教育の推進 

     子どもたちにふるさとの良さや地域の価値を伝えるため、各学校園では、「ふる

さとものしり博士」など地域人材の協力を得て、地域の良さを体験的に学ぶ機会を

持ち、よりふるさとへの愛着を深めるよう取り組みました。 

     また、地元産食材をふんだんに使ったふるさと給食を通して、ふるさとの食材や

産業、またそれに関わる人々へ目を向けさせ、ふるさとへの感謝の念を育み愛着を

育てる取組を行いました。 

公民館活動では、子どもたちに知恵や文化を伝える「ふるさとおもしろ塾」や

「土曜チャレンジ学習事業」、「語り部講座」などを開催し、地域でたくましい子ど

もを育成していく学習機会を住民に提供しました。 

      

   ③ 教育・保育における子育て支援の推進 

    ア 幼児期における教育・保育の充実 

     知・徳・体の調和が取れた子どもの育成を目指し、その発達や学びの連続性を踏

まえた教育・保育の充実に努めました。また、昨年度作成した幼児期から児童期へ

のアプローチカリキュラムを活用した保育を実践しました。 

     日常の指導においては、「ほめる」「認める」指導をさらに充実させ、子どもたち

の探究心・挑戦心、活動意欲等を高め、主体的に学ぶ資質を培う取組を推進しまし

た。 

 

    イ 子育て支援の充実 

     令和２年３月に策定した第２期香美町子ども・子育て支援事業計画の初年度とし

て、「安心して子育て・子育ちができる町」に向けた子育て支援施策を着実に実施

しました。 

     また、病児保育事業の対象年齢を小学６年生までに拡大して実施し、働く家庭の

支援の充実に取り組みました。 

 

   ④ 地域を元気にし、絆をつくる生涯学習・生涯スポーツ活動の推進 

    各地区公民館が生涯学習の拠点となるよう、地域住民の学習ニーズや課題に応じ、

子ども会、ＰＴＡと連携した学ぶ事業を、コロナ禍の影響を勘案しながら実施しまし

た。 

    地域の価値を伝えるふるさと学習や、継続できる身近な生涯スポーツの普及、文化

芸術や歴史文化の伝承など、さまざまな事業を通じて地域を元気にし、地域の絆をつ

くる生涯学習社会づくりに努めました。 
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 ２ 教育振興基本計画の取組状況 

  (1) 子どもたちの「生きる力」の育成 

   ① 「確かな学力」の確立 

    ア 新学習指導要領等の全面実施に向けた着実な取組の実施 

    （ア）新学習指導要領についての周知・徹底と確実な実施 

      小学校において、令和２年度より全面実施された新学習指導要領について、周

知・徹底を図りました。「社会に開かれた教育課程」の実現のため、各校で研究

に励み、着実に実践を積み重ねました。 

      中学校では、令和３年度より全面実施される新学習指導要領について、移行期

２年目の成果や課題を踏まえ、校内研修等で研鑽を積み、趣旨の実現に向け、確

実な実施を行いました。 

 

     （イ）新学習指導要領全面実施に向けた取組の推進 

      各教科等の全体計画や年間指導計画及び評価計画等の作成に取り組むととも

に、幼児期の教育との接続や義務教育９年間を通した取組、中学校教育以降の学

びに円滑に接続させていくことなどに留意した教育課程の編成に取り組みまし

た。 

      また、各教科等及び各学年相互間の関連を図るとともに、教科等横断的な指導

や系統的、発展的な指導、合科的・関連的な指導を推進しました。 

 

    イ 教科等学習における基礎・基本の徹底 

    （ア）教科等学習の時間の充実 

      各教科等の基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図るため､個に応じた

指導を行うとともに、思考力・判断力・表現力の実態把握を行い、「記録」「要

約」「証明」「論述」等の言語活動を充実させる学習を行いました。 

 

    （イ）朝学習などの特設タイムの充実 

      「漢字の読み書き」、「計算」、「朝の１０分間読書」等、朝学習の時間を設定し

て繰り返し学習によって基礎学力の定着に取り組みました。 

 

    （ウ）さまざまな教育活動の場での学校図書等の活用促進 

      掲示物や新聞等、学校における言語環境をいっそう整備するとともに、教科指

導や様々な教育活動の場面において、本や新聞、様々な資料等を参考に、知的好

奇心を醸成したり、課題を解決するための「調べ学習」の時間を設けたりしまし

た。 
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    （エ）家庭と連携した取組の推進 

      発達段階を踏まえた家庭学習の時間を設定したり、キャリア教育の視点から

「家庭学習のきまり」を作成したりして、家庭の協力を得て、家庭学習の習慣化

や学習への目的意識を持たせる取組を進めました。 

 

    （オ）学校間スーパー連携チャレンジプラン｢学力向上ステップアップ授業｣の充実 

      コロナ禍の影響により１学期はチャレンジプランを実施することはできません

でした。９月以降、感染症対策をとりながら再開しましたが、移動時のバスの制

限や会場内での密を防ぐ対策などを検討するなかで実施回数は減少しました。 

 

    ウ 「個に応じたきめ細やかな指導」の充実 

    （ア）魅力ある学習活動の展開 

      児童生徒一人一人の個性に応じた多様で質の高い学びを引き出すため、児童生

徒の実態や学習内容の理解状況等を十分に把握し、授業改善に努めました。 

      また、「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の視点に立った創意工

夫ある指導方法に取り組むと共に、１人１台端末の整備などＩＣＴを活用した学

習活動も積極的に取り入れました。 

 

    （イ）「ほめる」指導、「認める」指導の推進 

      一人一人の子どもの成長をきめ細かく観察し、成長した点を認め、大いに｢ほ

める｣指導を通じて、子どもたちのやる気を育てるとともに、よりよい自己実現

に向かうよう支援しました。 

 

    （ウ）一貫化教育の取組を通じた指導方法の工夫改善の推進 

      新学習指導要領が目指す教育を視野に入れ、中学校区単位で小・中学校がお互

いに目指すべき子ども像を共有するとともに、令和元年度までの先進地視察の成

果などを取り入れたり、乗り入れ授業や合同研修会を実施し、指導方法や指導体

制等の工夫改善を図ったりし、義務教育９年間を見通した授業改善に向けた取組

を活性化しました。 

 

    （エ）学校間スーパー連携チャレンジプラン「学力向上ステップアップ授業」の充

実（再掲） 

      実施回数は例年より少なかったですが、教員自身も、他の教員の授業を見た

り、情報交換を行ったりすることで、資質の向上に努めました。 
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    エ 特別支援教育及び特別支援教育の視点を生かした教育の充実 

    （ア）一人一人の多様な教育的ニーズに応じた教育の充実 

      支援を必要としている子どもについては、一人一人の障害の実態や特性に応じ

た支援がなされるよう各校では、特別支援教育コーディネーターが中心的役割を

果たしながら、学級担任、学校生活支援教員、スクールアシスタント、スクール

カウンセラー等と連携し、個別の教育支援計画や個別の指導計画に基づき指導法

の工夫や諸機関との連携等を進めました。 

 

    （イ）ユニバーサルな授業づくり等への授業改善 

      個別的支援を必要とする子どもだけではなく、学級にいるすべての子どもたち

が安全で安心して授業に参加できる教室環境を整えたり、より分かりやすい指導

方法として授業の流れが視覚的にわかるように提示する等、ユニバーサルデザイ

ン化された教育が実践されるよう研修に取り組みました。 

 

    （ウ）特別支援学校等との連携 

      県立出石特別支援学校みかた校等との連携を図り、必要に応じて専門的な助言

や支援を要請するなど、学校教職員の研修や教育相談事業においても成果をあげ

ています。 

 

    （エ）連携による切れ目ない支援体制の充実 

      障害のある児童生徒の就学相談等を積極的に行うとともに、個別の教育支援計

画などの定期的な見直しを行い、就学や進路に関する合意形成を図るとともに、

エリアコーディネーターと連携し、小・中学校の校内支援体制の充実に努めまし

た。 

 

    （オ）スクールカウンセラーなどの外部の専門家による教育相談や支援の充実 

      スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどの外部の専門家を活

用した学校の教育相談体制の充実を図りました。 

 

    オ グローバル化に対応した教育の充実 

    （ア）外国語活動や外国語科(英語)の授業の充実 

      ＡＬＴや地域人材などの活用を進め、外国語活動や外国語科（英語）の授業の

充実を図りました。とりわけ小学校高学年においては、新学習指導要領のもと

で、初めての検定教科書を使用した学習活動となりました。小・中学校とも児童

生徒に英語力を身に付けさせ、国や文化の異なる人々と積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度を育成しました。 
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    （イ）さまざまな場面での英語活動の充実 

      コロナ禍の影響のため、夏季休業中に小学校６年生の希望者を対象にした「小

学生英語力スキルアップ事業」（通称 ＥＳＡ）や中学校３年生の希望者を対象に

した「中学校英語力スキルアップ事業」（通称；ＥＳＣ）は実施できませんでし

た。しかし、町内中学校の全生徒を対象とした、「英語能力判定テスト」（通称 

英検ＩＢＡ）は、予定どおり実施でき、英語検定受験への意欲を高めることがで

きました。 

      また、外国語活動や英語学習に関する児童生徒の意識調査（小学校３・６年

生、中学校１・３年生）を昨年度に引き続き実施し、今後の指導に生かす取組が

できました。 

 

    （ウ）国際理解教育の推進 

      総合的な学習の時間等を活用して異文化に対する理解に努めるなど、国際社会

の平和や発展に貢献する態度の育成やグローバル化に対応した取組を推進しまし

た。 

 

    （エ）ふるさとの魅力を体感できる教育の推進 

      小学校においては、社会科副読本「わたしたちのまち香美町」、中学校におい

ては、「ふるさと兵庫 魅力発見！」（県教委）を授業等で活用し、地域に対する

愛着を深め、その魅力を発信する能力を培いました。 

      また、郷土の伝統芸能や体験行事等への参加を通し、ふるさと意識を醸成しま

した。 

 

    カ 夢の実現に向けて自らの将来を切り拓く態度や能力を培うキャリア教育の推進 

    （ア）中学校を中核としたキャリア教育推進体制の整備 

      各中学校を中核として小中一貫化に向けた取組の中で、各小・中学校でキャリ

ア教育の目標を明確にし、全体計画、年間指導計画の作成や見直しを図り、教育

活動全体を通して、組織的・系統的・計画的な推進体制の整備に努めました。 

 

    （イ）キャリアノート等の積極的な活用 

      全中学校区ごとに、社会的・職業的自立の基盤となる基礎的・汎用的能力を育

成するため、キャリアノートの継続的活用やキャリアパスポートなどの積極的活

用により、小学校から高等学校まで連携した指導に努めました。 

 

    （ウ）キャリア教育の視点にたった授業の工夫改善 

      特別活動を要として各教科の特質に応じて、社会体験、就業体験、物作り体験

等、多様な体験活動や地域を支える産業に目を向ける機会の充実に努めました。 
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    （エ）キャリア形成に資する体験活動の充実 

      地域人材を活用し、関係機関等と連携しながら、自然体験、社会体験、就業体

験等、多様な体験活動の機会の充実に努めました。また、キャリアノートの継続

活用により、事前事後の充実を図り、さらに発展的な体験活動の工夫に努めまし

た。 

 

    （オ）進路指導の充実 

      生徒や保護者への進路に関する積極的な情報提供を行うとともに、生徒一人一

人に応じたガイダンスの機能を充実させ、生徒の主体的な進路選択を支援しまし

た。 

 

   ② 「豊かな心づくり」の推進 

    （ア）一貫化教育を推進する「あいさつ運動」の充実 

      「３つの町民運動」の一環として定着しつつある「あいさつ運動」に域内の

保・幼・小・中・高が連携して取り組みました。 

 

    （イ）道徳性・共生の心を養う教育の推進 

      全教育活動を通じた道徳教育の推進に努め、よりよく生きる態度、生命を尊重

する心、自尊感情の育成を図りました。講師を招聘した「道徳の授業スキルアッ

プ支援事業プログラム」では、授業力向上につながる実践的研修を取り入れまし

た。 

      また、同和問題をはじめとする様々な人権課題への実践交流を図る香美町人権

教育研究協議会学校教育部会の活動では、小・中学校ともに授業研究を実施し、

児童生徒の人権感覚・人権意識の育成を図りました。 

 

    （ウ）地域の良さや価値を見いだす体験的な「ふるさと教育｣の推進 

      地域の人・自然・文化の活用をさらに図る視点で、「ふるさと教育全体計画・

年間指導計画」の見直しを行うとともに、コロナ対策のために体験活動を精選し

て実施し、ふるさとへの理解・愛着、帰属感の育成に努めました。 

 

   ③ 「健やかな体づくり」の推進 

    （ア）体力向上に向けた取組の推進 

      小学校５年生と中学校２年生を対象に「全国体力・運動能力、運動習慣等調

査」はコロナ禍のため中止となりました。経年のデータを元に香美町内の対象と

なる児童・生徒の結果の分析を継続し、課題を明確にし、効果的な動作を習得さ

せるための指導法や「活用シート」等を生かした特色ある取組の推進についても

継続しました。 
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    （イ）「３分間でわかる小学校体育授業動画」（県教委）等を活用した取組の推進 

      県教委作成の「３分間でわかる小学校体育授業動画」等、効果的な指導法の動

画を活用した授業を行い、積極的に体を動かす「楽しさ」や「心地よさ」を味わ

わせる指導に努め、体力・運動能力の向上を図りました。 

 

    （ウ）地域の活動と一体となった取組の推進 

      ３つの町民運動の一つ「体力づくり運動」の一環として、様々な機会における

「ラジオ体操」の取組を推進しました。 

      また、地域の特色を生かした雪合戦大会や卓球、駅伝大会等への参加を呼びか

け取組を推進しましたが、コロナ禍の影響で中止となりました。 

 

    （エ）発達の特性に応じた遊びを通した運動機会の充実 

      運動への興味や関心を高め、健康増進の推進のための場所作りとして施設や環

境整備に努めました。 

      また、Ｂ＆Ｇ海洋センターと連携して元気体操教室等を実施し、子どもたちの

健やかな体づくりに努めました。 

 

    （オ）「日本一のふるさと給食」の取組を通じた食育の充実 

      各校園における食に関する指導に、地元産食材を使ったふるさと給食を「生き

た教材」として活用することを推進し、食に関わる人々への感謝の思いやふるさ

とへの愛着を育むことに努めました。 

 

    （カ）「ふるさと魚料理実習」などの取組を通じた食育の充実 

      コロナ禍の影響で実施校が少なかったが、地域の人材を講師として迎え、魚の

「三枚おろし」等、ふるさとの食材を活用した調理実習をリモートで行うなど

し、食育実践活動を推進しました。 

 

   ④ 幼児期の教育の充実 

    ア 幼児期での「学びの芽生え」の確立 

    （ア）幼児期と児童期の「学びのつながり」を意識した教育活動の展開による教育

の充実 

      平成３０年４月１日から施行された新幼稚園教育要領、新保育所・保育方針を

基盤とした保育・教育を実践しました。特に「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」を踏まえて、共通理解を図り、ねらいを明確にした保育・教育を展開しま

した。 
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    （イ）一人一人を大切にする指導方法の工夫・改善 

      一人一人の望ましい成長を促す「ほめる」「認める」指導を根底に据えた保育

を組織的に推進するとともに、多様な研修機会に参加し、専門的指導力の向上を

図りました。 

 

    （ウ）基本的生活習慣の確かな定着 

      社会生活に不可欠な規範意識やマナー等の育成を図るための日常的・継続的指

導に努めました。 

 

    （エ）多様な体験の場で、自発的に遊べる子どもの育成 

      自分たちの話し合いによる課題解決など、新たな意欲へつながる成就感・達成

感をもたらす支援に努め、自発的な遊びへの移行を促しました。 

 

    （オ）自立心を育て、人とかかわる力の育成 

      相手の話に耳を傾け、その気持ちや思いを受容的に受け止めるとともに、自分

の思いや考えを表出できるスキルの育成に取り組みました。 

 

    （カ）発達の特性に応じた遊びを通した運動機会の充実（再掲） 

      香住Ｂ＆Ｇ海洋センターと連携し、わくわく体操教室を実施するなど子どもた

ちの健やかな体づくりに取り組みました。 

 

    イ 学校間スーパー連携チャレンジプラン「就学前わくわく交流会」の推進 

    （ア）少人数指導で培う力を補完する他園所との合同保育の推進 

      コロナ禍の影響のため回数が３回になりましたが、きめ細やかな指導を「強

み」とした平素の指導で培われる力を補完する多人数保育での活動を通して、人

とつながる力・コミュニケーション能力を育成しました。 

 

    （イ）指導者間交流による専門的資質の向上 

      複数園所が関わる絶好の研修機会と捉え、職員相互間の交流を促進し、多様で

効果的な実践的指導方法の向上に努めました。 

 

  (2) 安全・安心の学校づくりの推進と教育環境の充実 

   ① 安全・安心な学習環境の整備 

    （ア）防災教育の充実 

      町内の全小・中学校において、大雨洪水等の気象警報発令時及び地震発生時に

おける対応について、情報共有等を図り、防災意識、危機意識の醸成を図る取組

を行いました。 
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    （イ）学校防災体制の充実 

      災害時の避難所計画の作成と見直しを行いました。また、地震や津波の避難訓

練を実施し、災害対応マニュアルの評価・点検を行いました。 

 

    （ウ）防犯体制の充実 

      保護者や地域のボランティアと連携した登下校の安全対策に取り組みました。 

 

    （エ）アレルギー疾患への対応 

      アレルギー疾患対応マニュアルを活用し、全教職員がアレルギーに対する正し

い理解と適切な対応が行えるとともに、関係機関との連携がとれる体制づくりを

喚起しました。 

 

    （オ）学校園施設、設備、遊具等の安全点検の実施 

      子どもたちの安全を確保し、学習環境を向上させるため、各学校園で専門業者

による定期的な調査、点検を実施し、指摘のあった箇所について整備しました。 

 

    （カ）学校安全に対する意識の高揚 

      地域・警察・関係機関等と連携し、通学路の安全点検の実施や児童生徒の安全

に対する危機意識の高揚に努めました。 

 

    （キ）学校教育施設の長寿命化の推進 

      経年劣化による不具合箇所等の営繕・修繕を行い、学校施設の長寿命化を図り

ました。 

 

    （ク）学校環境衛生の維持・改善 

      学校環境衛生基準に基づき、適切な学習環境を確保するため、施設の維持・管

理及び改善に努めました。 

 

   ② 学校の「組織力・教育力」の向上 

    （ア）学校運営の自律的・組織的な推進 

      学校評価等を活用し、全教職員が日々の取組の成果や課題を共有しながら、学

校運営の見直しや改善を図るとともに、家庭や地域との連携を深め、開かれた学

校運営に努めました。 

 

    （イ）働きやすい職場環境づくりの推進 

      定時退勤日やノー部活デーの完全実施と長期休業期間等に設定された学校閉庁

日等を積極的に活用したり、統合型校務支援システムの導入による校務・業務の

効率化、ＩＴ化、外部人材の活用促進を図ったりして、児童生徒と向き合うため
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の時間を確保し、勤務時間の適正化を推進するとともに、健全なワークライフ・

バランスの保持に努めながら、一人一人が意欲を持って教育活動にあたることが

できるよう、教職員の意識改革と保護者・地域への理解の促進に努めました。 

 

    （ウ）教職員としての資質と実践的指導力の向上 

      県教育委員会が示している「教員、管理職資質向上指標」や「教職員研修計

画」の活用を促し、教職員一人一人が自身の教職生活を振り返ったり、デザイン

したりするとともに、県教委や町教育研修所がすすめる様々な研修機会を活用し

て、自らの資質と指導力の向上に努めました。 

 

    （エ）児童生徒理解に基づく生徒指導の充実 

      児童生徒一人一人の内面に対する理解を深め、人間的なふれあいを通して絆を

深めるとともに、個々の持つ良さや可能性を引き出し、個性をより発揮できるよ

う指導の推進を図りました。 

      温かく、ゆとりある心で児童生徒と向き合う姿勢を確立し、信頼関係を構築

し、児童生徒を取り巻く様々な要因に留意しながら、行き過ぎた指導や画一的な

指導にならないよう適切な指導を行いました。 

      また、児童生徒の社会性を培い、自立心や自律性の育成に努めるとともに自己

有用感を育み、「生きる喜び」と「命の大切さ」を実感させる教育活動に取り組

みました。コロナ禍の影響を受け、「虐待疑い」の認知件数の増加に伴い、福祉

課等との連携のもと、「虐待対応の手引き」（文部科学省）を参考に、学校園所は

虐待を発見しやすいという認識のもと、児童虐待の早期発見・対応に努めまし

た。 

 

    （オ）いじめ問題への対応 

      「香美町いじめ防止基本方針」や「各校のいじめ防止基本方針」に基づき、本

年度は定期的な生活アンケート調査や教育相談の実施後の活用についての充実を

図り、早期発見・対応に取り組み、いじめの積極的な認知に努めるとともに教職

員の対応能力向上を図りました。また、「いじめ対応マニュアル」を活用して、

未然防止に向けて、組織的な取組の充実を図りました。 

 

    （カ）不登校の未然防止と支援の充実 

      授業づくりや集団づくり、適切な関わり等、未然防止のための取組を充実し、

「魅力ある学校づくり」を推進するとともに、保護者やスクールカウンセラー、

スクールソーシャルワーカー、教育相談センター等関係機関との連携を密にし、

児童生徒の社会的自立に向けた計画的な支援とともに個に応じた「適切な居場所

づくり」を行いました。 
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    （キ）部活動指導の充実 

      「いきいき運動部活動（４訂版）」（県教委）並びに「香美町版・いきいき運動

部活動」を踏まえ、「自主的・自発的な活動で、個性を伸長し、好ましい人間関

係を育てる」という部活動の意義を再確認するとともに、「ノー部活デー」等の

適切な休養日を設定するなど、持続可能な部活動を目指して取り組みました。ま

た、本年度は「コロナ禍における対応」を兵庫県教育委員会や但馬中学校体育連

盟からの指針に基づき、実施しました。 

 

    （ク）学校版教育環境会議の開催 

      各学校が、保護者や校区の住民等に自校の教育ビジョンや教育方針、実践内容

について説明し、学校の取組に対する理解や存続についてたずねる内容のアンケ

ートを実施し、その結果に基づき、魅力ある学校園づくりに向けて改善を図りま

した。 

 

  (3) 学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上 

   ① 家庭の教育力向上 

    （ア）親学習（親業）の推進 

      ＰＴＡ活動や保護者会等の機会や場を通して、子育て中の親同士や子育て経験

者との交流を進めるとともに、情報提供に努めました。 

 

    （イ）学校を核とした確かな絆づくり 

      学校園とＰＴＡ、地域との連携を強化し、子どもたちの適切な生活習慣の確立

に努めました。 

 

    （ウ）子育て支援の充実  

      子育て・子育ち支援センターでは、子育て中の親子の交流の場を積極的に設け

る等、子育て相談や保護者同士の交流の促進を図りました。 

      また、施設の修繕やコロナ対策など保育環境の改善に努めるとともに、香美町

保育研究会による研修事業への支援を行い保育の質の向上を図りました。 

 

    （エ）放課後児童クラブの充実 

      全小学校区で放課後児童クラブを開設し、小規模なクラブでは幼稚園児も預か

り、家庭内保育の困難な家庭の支援と児童等の健全な育成を図りました。特に、

コロナ禍における教育施設の臨時休業期間中においても、開所時間を拡大して継

続実施しました。 
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    （オ）延長保育事業や病児保育事業などの充実 

      各園所では、保護者の就労や都合により、家庭での保育が困難な世帯を支援す

るため、延長保育、一時的入園、教育時間終了後や土曜日、長期休業日等の預か

り保育を実施しました。特に、コロナ禍における教育施設の臨時休業期間中にお

いて、県の対処方針に基づき保育所及び認定こども園は通常開所したほか、預か

り保育においても開所時間を拡大して継続実施しました。 

      また、公立病院内の病児保育室「おひさま」の利用対象年齢を小学６年生まで

に拡大し、充実を図るとともに、必要とする保護者の利用増に向けた周知を行

い、就労等により病児の家庭での看護が困難な保護者の支援に努めました。 

 

   ② 地域の教育力向上 

    （ア）学校園支援活動の充実 

      登下校時の子どもたちの安全を確保するため、「子ども見守り隊」など、地域

の防犯ボランティアの協力を得て、地域ぐるみで子どもを育む体制づくりに努め

ました。 

      「読み聞かせボランティア」などの協力を得て、子どもたちの読書活動の充実

を図りました。 

      「ふるさとものしり博士」や「ふるさと教育応援団」の拡充を図るとともに、

地域の方をふるさと学習の講師として学校園に招き、ふるさと教育の充実を図り

ました。 

 

   （イ）ＰＴＣＡ活動への支援の充実 

     「ふるさとものしり博士」「ふるさと教育応援団」などにより地域人材の豊かな

経験や知識・技能を学ぶこことで、子どもたちがふるさとを知り、ふるさとの将

来を考え、ふるさとを大切にする心を育むよう取組を進めました。 

 

 

  (4) 生涯学習社会づくりの推進 

   ① 生涯学習の充実 

    ア 地域の絆をつくる公民館活動の充実 

    （ア）公民館事業の充実  

      地域の担い手づくりと自己実現に主眼をおき、年代層に応じたさまざまな学習

ニーズや地域の課題に対応した講座や教室を開設しました。 

      公民館講座や発表会等、公民館活動の企画運営を通じて参加者の自主性・主体

性を育み、地域づくりに参画・貢献できるような人材づくりを進めました。 
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    （イ）高齢者の社会参加の推進 

      高齢者の生きがいづくりと仲間づくりを進め、身近な学びの場を充実するべ

く、年齢層に応じた講座、高齢者大学、講演会等を中央公民館、各地区公民館に

おいて開催しました。 

 

    （ウ）青少年の体験活動の推進  

      たくましく生きる力を身につけるため、各公民館主催で「ふるさとおもしろ

塾」「土曜チャレンジ学習事業」等による自主性・主体性を高める体験的な活動

を行いました。 

 

    （エ）「青い鳥学級」の活動の充実  

      ボランティア登録者の協力を得ながら学級生の自主性を高める魅力あるプログ

ラムを展開し、実用的な知識・教養等を習得するとともに、広く住民との交流や

近隣市町の青い鳥学級との交流を通じて、学級生との相互理解を深め、社会参加

を進める体験活動等を行いました。 

 

    イ 読書運動の推進 

    （ア）「町じゅう図書館」活動の推進 

      県立図書館や近隣の図書館との連携強化を図るとともに、リクエスト本の購入

など利用者の要望に応えられるよう図書購入費を増やすことにより、図書の充実

に努めました。 

      また、各中央公民館図書室を拠点に地区公民館との連携を進め、図書の整理・

配置換えを行うなど、読書に親しみやすい読書環境改善を進めました。 

      さらに、本好きな子どもたちを育てるため、公民館図書室にある本を図書ボッ

クスに入れて各小・中学校へ団体貸出しをする「ジオンくんの本わか文庫」事業

に取り組みました。 

 

    （イ）乳幼児期からの読み聞かせ活動の推進 

      『香美町子どもの読書活動推進計画』の基本方針である“乳幼児期から本に親

しむ、出会い・環境・習慣づくり”を重点的に進めるため、乳幼児健診でのブッ

クリストの配付やボランティアによる読み聞かせ活動を行うとともに、小・中学

校の発達段階に応じた読書活動を推進し、生涯を通した読書による知識の習得や

判断力、想像力の基礎を培いました。 

 

    （ウ）乳幼児が本に触れ合う機会づくり 

      各公民館では、乳幼児への本に触れ合う機会づくりとして、ボランティアグル

ープの協力により、読み聞かせ講座や紙芝居等を行いました。 
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      また、乳幼児期から本に出会い、親しむため、保育所やこども園等に出向き、

年齢に応じた「おすすめの本一覧」等を配布し、本に触れ合う機会をつくりまし

た。 

 

    （エ）移動図書館車巡回活動の充実 

      少子高齢化が進む中、町民の読書要求に応えるため、毎月、移動図書館車「や

まなみ号」を村岡区内、「メルヘン号」を小代区内の各地区を巡回させ「動く図

書館」として図書館サービスを提供しました。 

      また、移動図書館車で保育所等へ行き、図書の貸出しやボランティアによる読

み聞かせを行う「むらカフェ」事業に取り組みました。 

   

    ウ 青少年健全育成を通じた地域の絆づくりの推進 

    （ア）「あいさつ運動」の推進 

      青少年健全育成を通じて、それぞれの育成団体に「あいさつ運動」を呼びか

け、大人が子どもたちの模範となれるような町ぐるみの「あいさつ運動」を展開

しました。 

 

    （イ）地域連携、地域支援体制の整備 

      青少年健全育成団体等による青少年の自然体験や社会体験活動、地域ボランテ

ィアの活用による放課後子ども教室や家庭教育学級、子ども会活動の支援などを

通じて、世代を超えた地域の絆づくりを進めることにより、命や人権を大切に

し、他人を思いやり、いじめをしない豊かなこころを育てました。 

      また、地域ぐるみの見守り活動を推進し、登下校時の子どもの安全を確保しま

した。 

 

    （ウ）青少年育成環境の整備 

      香美町青少年問題協議会において決定された青少年育成活動の方向性を示す令

和２年度香美町青少年育成対策指針に基づき、各学校や団体、地域で、青少年健

全育成のためのさまざまな取組を実施しました。 

      特に、登下校時の子どもの安全確保を図るため、地域ぐるみの見守り活動を強

化したり、インターネット利用環境の変化に対応するため、インターネットの適

切な利用に関する教育及び啓発活動を推進するとともに、「青少年のインターネ

ットの利用に関するルールづくり」を支援しました。 

      また、学校・家庭･地域が連携し、地域への理解を深めるふるさと教育を推進

しました。 
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    エ 人権教育の推進 

    （ア）人権啓発の推進 

      人権研修会やビデオの貸し出し、各種団体の学習会等を開催し、人権を相互に

尊重する地域づくりを推進しました。また、人権啓発担当者研修会への参加を通

して、ひきこもりやインターネットによる人権侵害について学び、実践的指導力

の向上を図りました。 

 

    （イ）人権学習の推進 

      香美町人権教育研究協議会との連携の下で、さまざまな人権問題への理解を深

め、解決に向けた実践力を培う学習機会を提供しました。また、香美町校園所で

人権学習の授業研究会を行う支援をするなど、差別解消に向けた全町的な機運を

高めました。 

 

   ② スポーツの振興 

    （ア）「香美町スポーツ推進計画」の着実な実施 

      平成２７年度に策定した「香美町スポーツ推進計画」に沿って、ウォーキング

やラジオ体操等の継続できるスポーツを進め、スポーツ教室や健康体操教室等に

より、スポーツに興味関心を抱いていただくなかで交流の和を広げました。 

 

    （イ）継続できる生涯スポーツの推進 

      身近で継続できる手軽な生涯スポーツとして運動効果の高いノルディックウォ

ークを集落単位で指導し推進しました。 

 

    （ウ）地域の特性にあったスポーツの推進 

      地域の特性を活かした雪合戦、少人数でも取り組める卓球、駅伝、スキー、剣

道を奨励し、それぞれの大会を計画していましたが、コロナ禍の影響のため剣道

大会以外中止となりました。 

 

    （エ）スポーツ大会・教室の開催 

      スポーツに親しみ、運動能力の向上を図るため、陸上、水泳、卓球等の小学生

スポーツ教室や水中ウォーキングなど健康体操教室を開催しました。 

 

    （オ）スポーツ指導体制の充実 

      体育協会、スポーツクラブ２１の活動を活発に行い、体力づくりの場として普

段の練習に加え、大会開催や研修会を通じた指導者養成により、町民運動として

の「体力づくり」を促進しました。 
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    （カ）スポーツ施設の整備充実 

現有施設を安心して安全に使用できるよう定期的な点検や、ワックスがけ等通

常の管理を行うとともに、必要に応じて修繕、改修を行い、施設整備に努めまし

た。 

 

    （キ）スポーツによる国際交流の推進 

      ２０２０東京オリンピック観戦ツアーや、トーチリレー、拡大ナイター陸上記

録会を計画しましたが、オリンピックの開催延期により中止となりました。ま

た、ワールドマスターズゲームズ２０２１関西オリエンテーリング競技実施に向

けた外国人選手の受入体制の整備や競技の普及啓発を行いました。 

 

    （ク）スポーツツーリズムの推進 

      ワールドマスターズゲームズに向け、香美町の自然やアクティビティ、食を多

くの外国人の方に楽しんでいただけるよう、英語の散策マップを作成したほか、

寿司づくりや山菜料理づくり体験の宿泊プランを企画し、英語で説明するための

練習会を開催しました。 

 

   ③ 文化活動の振興と文化財の保存･活用 

    （ア) 文化活動の推進・支援 

       町民が質の高い芸術文化を気軽に鑑賞できる機会を増やすため、香住区中央

公民館文化ホールで事業を実施しました。当初、令和元年度に開催予定でした

が、コロナ禍の影響のため延期としていた「いっこく堂スーパーライブ」は１１

月に開催しました。 

      また１２月には県民芸術劇場の劇団道化座「うんとこどっこいねずみ」を開催

しました。この催しでは劇団道化座のご協力によりワークショップを開催し、町

内の小学生が舞台で演じました。 

      ２月のピアノコンサート、３月の映画会はコロナ禍の影響のため中止としまし

た。 

 

    （イ）香美町こどもの絵１００人展の開催 

      新型コロナウイルス感染症の影響のため延期した「第３０回香美町こどもの絵

１００人展」を６月２０日から２８日まで開催しました。同時開催の絵画鑑賞

会、団体鑑賞会、絵画解説については、コロナ禍の影響のため中止としました。 

      「第３１回香美町こどもの絵１００人展」は、日程を非常事態宣言が解除され

た令和３年３月１０日から１９日に設定し開催しました。第３０回と同じく絵画

鑑賞会、団体鑑賞会は中止しましたが、見学者に対して随時絵画説明を行いまし

た。 
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    （ウ）文化財の保存と活用 

      平成２８年より取り組んできた「香美町文化財保存活用地域計画（旧香美町歴

史文化遺産基本構想）」を作成し、令和２年１２月８日に文化庁の認定を受けま

した。今後はこの計画に基づき文化財の保存活用をすすめます。 

      黒野神社本殿の防災施設整備事業に対して補助をおこない、文化財の保全に努

めました。 

      コロナ禍の影響により例年と比べると回数及び延べ人数は減りましたが、各団

体の依頼により、計１２回、延べ２６３人の方を対象として歴史文化に関する講

座をおこないました。 

 

  (5) ふるさと教育の推進 

   ① ふるさとに学び・生かす 

    （ア）「ふるさとおもしろ塾」の開催 

      町内すべての地区公民館が地域で子どもたちを育てる取組として、「ふるさと

ものしり博士」等から伝統的な技術や知恵を学び、子どもたちがふるさとを知

り、ふるさとを学ぶ学習や、山遊びや川遊び等の自然体験を行う「ふるさとおも

しろ塾」を各地区１～２回開催しました。 

 

    （イ）「土曜チャレンジ学習事業」の推進 

      香住、村岡の各中央公民館において子どもを対象に、ふるさとの自然や産業、

文化、歴史等を総合的に学ぶ「土曜チャレンジ学習事業」（通称：サタチャレ）

を開催しました。香住区では海をテーマに、村岡・小代区では山や川をテーマ

に、地域の人材や自然、資源を生かして豊かな人間性を涵養し、ふるさとへの愛

着を持てるよう、継続してプログラムを実施しました。 

 

    （ウ）ふるさと語り部講座の実施 

      歴史、文化、自然、観光等のふるさとに学ぶ学習機会として多世代を対象とし

た公民館連携講座「ふるさと語り部講座」を５回開催しました。地域の教育資源

を題材として「地域に学び、伝える」をテーマに、そこで暮らしてきた先人の歴

史や未来に向かって今取り組んでいる人たちの姿を肌で感じながら、学び、広く

皆さんに語り伝えました。 

 

   ② ふるさとを創る 

    (ア)「ふるさと教育交流会」の開催 

      町内で取り組まれているふるさと教育の実践発表を行なう「ふるさと教育交流

会」は、令和２年１１月８日に香住第二中学校で予定されていましたが、コロナ

禍の影響のため中止となりました。 
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    （イ）ふるさとものしり博士の発掘、育成 

      香美町の歴史的人物、自然、歴史、伝統文化、観光、産業等の各分野に詳しい

人を「ふるさとものしり博士」として登録し、学校のふるさと学習や公民館講座

等の講師として活用し、地域の教育力を高めました。 

      また、ふるさとものしり博士の視察研修会を福崎町、たつの市において開催

し、ふるさとの魅力を伝えるためのガイド技術の向上を図りました。 

 

    （ウ）ふるさと教育応援団の充実 

      ふるさと教育応援団は各小中学校単位で組織され、地域の方々が登下校時の見

守りや本の読み聞かせ、学校周辺の環境整備、ふるさと学習の講師等の学校支援

ボランティアとして学校を支えていただいています。 

      住民が学校を支援する活動を通じて、学校、家庭、地域が一体となって地域ぐ

るみで子育てをする体制を構築しています。 

 

    （エ）先人や香美町ゆかりの人々に学ぶ取組の推進 

      先人や香美町ゆかりの人々に学ぶ取組については、引き続き香美町文化財保存

活用地域計画の中で、取り組んでいくため資料の収集と整理をしました。 



３　点検及び評価する事務事業一覧

教育の重点

方向性 基本方針 施策

1 学力向上ステップアップ授業（学校間スーパー連携チャレンジプラン） Ⅰ 1 7 教育総務課

2 小・中学校コンピュータ事業・公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業 Ⅰ 1 8 教育総務課

3 特別支援学校等との連携 Ⅰ 1 14 こども教育課

4 スクールカウンセラーなどの外部の専門家による教育相談や支援の充実 Ⅰ 1 16 こども教育課

5 外国語活動や外国語科（英語）の授業の充実 Ⅰ 1 17 こども教育課

6 外国青年招致事業 Ⅰ 1 17 教育総務課

7 子どもたちへのふるさと教育推進事業 Ⅰ 1 20 こども教育課

8 ふるさと給食の推進 Ⅰ 3 33 教育総務課

9 ふるさと食材調理実習教室 Ⅰ 3 34 教育総務課

10 「生きる力」を育む教育・保育の充実に資する多様な研究機会の設定 Ⅰ 4 36 こども教育課

11 就学前わくわく交流会（学校間スーパー連携チャレンジプラン） Ⅰ 4 41 こども教育課

12 学校施設等の安全対策 Ⅱ 5 47 教育総務課

13 町教育研修所 Ⅱ 6 51 教育総務課

14 放課後児童健全育成事業 Ⅲ 7 62 こども教育課

15 病児保育事業 Ⅲ 7 63 こども教育課

16 放課後プラン事業（ひょうご放課後プラン事業） Ⅲ 8 64 生涯学習課

17 公民館事業 Ⅳ 9 66 生涯学習課

18 図書事業 Ⅳ 9 70 生涯学習課

19 人権教育推進事業 Ⅳ 9 78 生涯学習課

20 スポーツ振興事業 Ⅳ 10 82 生涯学習課

21 スポーツによる国際交流の推進 Ⅳ 10 85 生涯学習課

22 文化ホール事業 Ⅳ 11 87 生涯学習課

23 文化財保護事業 Ⅳ 11 89 生涯学習課

24 土曜チャレンジ学習事業 Ⅴ 12 91 生涯学習課

25 ふるさと教育推進事業 Ⅴ 13 93 生涯学習課

No. 事務事業の名称

位置づけ

担当課教育振興基本計画　後期計画
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《参考》　「香美町教育振興基本計画　後期計画」「香美町教育の重点」による位置づけ

基本目標：ふるさとに学び　夢や志を抱き　ふるさと香美を大切にする人づくり

教育の方向性 具体的取組（実践項目）
教育振興基本計画

後期計画 教育振興基本計画　後期計画 教育の重点 教育の重点

1 新学習指導要領についての周知・徹底と移行措置の確実な実施

2 新学習指導要領全面実施(小学校…令和２年度、中学校…令和３年度）に向けた取組の推進

3 教科等学習の時間の充実

4 朝学習などの特設タイムの充実

5 さまざまな教育活動の場での学校図書等の活用促進

6 家庭と連携した取組の推進

7 学校間スーパー連携チャレンジプラン｢学力向上ステップアップ授業｣の充実

8 魅力ある学習活動の展開

9 「ほめる」指導、「認める」指導の推進

10 一貫化教育の取組を通じた指導方法の工夫改善等の推進

11 学校間スーパー連携チャレンジプラン「学力向上ステップアップ授業」の充実

12 一人一人の多様な教育的ニーズに応じた教育の充実

13 ユニバーサルな授業づくり等への授業改善

14 特別支援学校等との連携

15 連携による切れ目ない支援体制の充実

16 スクールカウンセラーなどの外部の専門家による教育相談や支援の充実

17 外国語活動や外国語科(英語)の授業の充実

18 さまざまな場面での英語活動の充実

19 国際理解教育の推進

20 ふるさとの魅力を体感できる教育の推進

21 中学校を中核としたキャリア教育推進体制の整備

22 キャリアノート等の積極的な活用

23 キャリア教育の視点にたった授業の工夫改善

24 キャリア形成に資する体験活動の充実

25 進路指導の充実

26 一貫化教育を推進する「あいさつ運動」の充実

27 道徳性・共生の心を養う教育の推進

28 地域の良さや価値を見いだす体験的な「ふるさと教育」の推進

29 体力向上に向けた取組の推進

30 「３分間でわかる小学校体育授業動画」（県教委）等を活用した取組の推進

31 地域の活動と一体となった取組の推進

32 発達の特性に応じた遊びを通した運動機会の充実

33 「日本一のふるさと給食」の取組を通じた食育の充実

34 「ふるさと魚料理実習」などの取組を通じた食育の充実

35 幼児期と児童期の「学びのつながり」を意識した教育活動の展開による教育の充実

36 一人一人を大切にする指導方法の工夫・改善

37 基本的生活習慣の確かな定着

38 多様な体験の場で、自発的に遊べる子どもの育成

39 自立心を育て、人とかかわる力の育成

40 発達の特性に応じた遊びを通した運動機会の充実

41 少人数指導で培う力を補完する他園所との合同保育の推進

42 指導者間交流による専門的資質の向上

43 防災教育の充実

44 学校防災体制の充実

45 防犯体制の充実

5 46 アレルギ―疾患への対応

47 学校園施設、設備、遊具等の安全点検の実施

コード コード
基本方針

コード

Ⅰ
子どもたちの
「生きる力」の

育成

1 「確かな学力｣の確立

新学習指導要領等の全面実施に
向けた着実な取組の実施

教科等学習における基礎・
基本の徹底

「個に応じたきめ細かな指
導」の充実

特別支援教育及び特別支
援教育の視点を生かした教
育の充実

グローバル化に対応した教
育の充実

夢の実現に向けて自らの将
来を切り拓く態度や能力を
培うキャリア教育の推進

2 「豊かな心づくり」の推進

3 「健やかな体づくり」の推進

4 幼児期の教育の充実

幼児期での「学びの芽生
え」の確立

学校間スーパー連携チャレン
ジプラン「就学前わくわく交流
会」の推進

安全・安心な学習環境の整備
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48 安全に対する意識の高揚

Ⅱ 49 学校教育施設の長寿命化の推進

50 学校環境衛生の維持・改善

51 学校運営の自律的・組織的な推進

52 働きやすい職場環境づくりの推進

53 教職員としての資質と実践的指導力の向上

54 児童生徒理解に基づく生徒指導の充実

55 いじめ問題への対応

56 不登校の未然防止と支援の充実

57 部活動指導の充実

58 学校版教育環境会議の開催

59 親学習（親業）の推進

60 学校を核とした確かな絆づくり

61 子育て支援の充実

62 放課後児童クラブの充実

63 延長保育事業や病児保育事業などの充実

64 学校園支援活動の充実

65 ＰＴＣＡ活動への支援の充実

66 公民館事業の充実

67 高齢者の社会参加の推進

68 青少年の体験活動の推進

69 「青い鳥学級」の活動の充実

70 「町じゅう図書館」活動の推進

71 乳幼児期からの読み聞かせ活動の推進

72 乳幼児が本に触れ合う機会づくり

73 移動図書館車巡回活動の充実

74 ｢あいさつ運動｣の推進

75 地域連携、地域支援体制の整備

76 青少年育成環境の整備

77 人権啓発の推進

78 人権学習の推進

79 ｢香美町スポーツ推進計画｣の着実な実施

80 継続できる生涯スポーツの推進

81 地域の特性にあったスポーツの推進

82 スポーツ大会・教室の開催

83 スポーツ指導体制の充実

84 スポーツ施設の整備充実

85 スポーツによる国際交流の推進

86 スポーツツーリズムの推進

87 文化活動の推進・支援

88 香美町こどもの絵１００人展の開催

89 文化財の保存と活用

90 「ふるさとおもしろ塾」の開催

91 「土曜チャレンジ学習事業」の推進

92 ふるさと語り部講座の実施

93 ｢ふるさと教育交流会」の開催

94 ふるさとものしり博士の発掘、育成

95 ふるさと教育応援団の充実

96 先人や香美町ゆかりの人々に学ぶ取組の推進

Ⅲ

学校・家庭・
地域が一体と
なった教育力
の向上

7 家庭の教育力向上

8 地域の教育力向上

10 スポーツの振興

安全・安心の
学校づくりの
推進と教育環
境の充実

6 学校の「組織力・教育力」の向上

11 文化活動の振興と文化財の保護・活用

Ⅴ
ふるさと教育
の推進

12  ふるさとに学び・生かす

13 ふるさとを創る

Ⅳ
生涯学習社
会づくりの推
進

9 生涯学習の充実

地域の絆をつくる公民館活
動の充実

読書運動の推進

青少年健全育成を通じた地
域の絆づくりの推進

人権教育の推進
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４
　
教
育
委
員
会
事
務
事
業
評
価
書

教
育

の
方

向
性

Ⅰ
　

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
の

育
成

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

7

学
校

間
ス

ー
パ

ー
連

携
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
「
学

力
向

上
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

授
業

」
の

充
実

学
力

向
上

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
授

業
（
学

校
間

ス
ー

パ
ー

連
携

チ
ャ

レ
ン

ジ
プ

ラ
ン

）

小
規

模
小

学
校

同
士

が
連

携
し

、
多

人
数

に
よ

る
授

業
や

複
数

の
教

員
に

よ
る

授
業

づ
く
り

に
取

り
組

み
、

学
力

向
上

を
図

る
。

香
住

小
学

校
を

除
く
町

内
小

学
校

９
校

を
香

住
区

５
校

、
村

岡
区

と
小

代
区

４
校

の
２

つ
の

グ
ル

ー
プ

に
分

け
、

各
グ

ル
ー

プ
内

の
同

学
年

が
連

携
し

て
合

同
授

業
や

特
別

学
習

に
取

り
組

ん
だ

。
Ａ

グ
ル

ー
プ

：
奥

佐
津

、
佐

津
、

柴
山

、
長

井
、

余
部

Ｂ
グ

ル
ー

プ
：
村

岡
、

兎
塚

、
射

添
、

小
代

①
A

グ
ル

ー
プ

（
５

校
）
：
３

年
１

回
、

４
年

１
回

、
（
奥

佐
津

・
佐

津
）
：
１

年
１

回
、

２
年

１
回

、
（
柴

山
・
長

井
・
余

部
）
：
１

年
１

回
、

２
年

１
回

②
B

グ
ル

ー
プ

（
４

校
）
：
５

年
１

回
、

（
村

岡
・
小

代
）
：
１

年
３

回
、

２
年

３
回

、
３

年
３

回
、

４
年

２
回

、
５

年
２

回
、

６
年

２
回

、
（
兎

塚
・
射

添
）
：
１

年
３

回
、

２
年

３
回

、
３

年
３

回
、

４
年

３
回

、
５

年
２

回
、

６
年

３
回

C
維

持

児
童

の
競

争
意

識
を

高
め

る
と

と
も

に
、

個
に

応
じ

た
指

導
の

徹
底

を
図

る
た

め
尽

力
し

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

の
た

め
、

事
業

を
計

画
通

り
に

行
う

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
交

流
学

習
を

積
極

的
に

計
画

し
、

三
密

を
避

け
な

が
ら

も
効

果
的

な
学

習
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
教

職
員

の
負

担
の

軽
減

を
図

り
、

さ
ら

な
る

保
護

者
・
地

域
の

理
解

を
得

ら
れ

る
取

組
を

推
進

す
る

。

香
美

町
教

育
の

象
徴

で
あ

る
。

今
年

度
は

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

縮
小

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

が
、

９
月

以
降

は
適

切
な

コ
ロ

ナ
対

策
に

よ
り

再
開

し
、

か
つ

参
加

し
た

児
童

生
徒

の
意

欲
は

高
く

、
そ

の
対

応
は

評
価

で
き

る
。

8
魅

力
あ

る
授

業
の

展
開

小
・
中

学
校

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

事
業

・
公

立
学

校
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
環

境
施

設
整

備
事

業

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

や
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

の
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

す
る

学
習

を
授

業
に

積
極

的
に

取
り

入
れ

る
。

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現

に
向

け
た

1
人

１
台

端
末

の
整

備
と

、
校

内
L
A

N
及

び
環

境
整

備
を

行
う

。

導
入

し
た

大
型

提
示

装
置

や
W

e
b会

議
シ

ス
テ

ム
と

い
っ

た
IC

T
機

器
を

活
用

し
た

授
業

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
前

倒
し

で
急

ピ
ッ

チ
に

整
備

が
進

め
ら

れ
た

児
童

生
徒

用
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
年

度
内

に
導

入
タ

ブ
レ

ッ
ト

整
備

に
係

る
施

設
整

備
と

し
て

、
児

童
生

徒
数

の
多

い
学

校
の

校
内

L
A

N
増

強
と

タ
ブ

レ
ッ

ト
充

電
保

管
庫

の
整

備

Ｂ
拡

大

大
型

提
示

装
置

を
各

校
に

導
入

し
た

結
果

、
デ

ジ
タ

ル
教

材
（
E
du

m
al

l)
の

活
用

は
徐

々
に

拡
大

さ
れ

て
き

た
。

昨
年

度
の

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

前
倒

し
に

伴
い

、
児

童
用

タ
ブ

レ
ッ

ト
が

導
入

さ
れ

た
こ

と
で

学
校

内
で

の
IC

T
活

用
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

令
和

3
年

度
は

、
教

職
員

の
活

用
能

力
向

上
の

た
め

、
講

習
会

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

児
童

生
徒

の
ＩＴ

技
能

の
習

熟
は

、
今

後
の

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
な

ど
の

展
開

に
大

き
な

効
果

を
も

た
ら

す
。

デ
ジ

タ
ル

教
材

の
使

用
に

つ
い

て
は

、
今

年
度

は
、

前
年

度
実

績
と

評
価

目
標

を
大

き
く

上
回

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
充

実
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的
総

合
評

価
施

策

1

2
9
 



教
育

の
方

向
性

Ⅰ
　

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
の

育
成

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等
外

部
評

価
基

本
方

針
教

育
の

重
点

に
よ

る
位

置
づ

け
実

施
状

況
事

務
事

業
名

目
的

総
合

評
価

施
策

1
4

特
別

支
援

学
校

等
と

の
連

携
特

別
支

援
学

校
等

と
の

連
携

①
L
D

,A
D

H
D

等
に

よ
り

学
習

や
生

活
の

面
で

支
援

を
必

要
と

し
て

い
る

児
童

生
徒

に
対

し
て

、
安

定
し

た
学

校
生

活
や

集
団

生
活

が
行

え
る

よ
う

支
援

す
る

。
②

出
石

特
別

支
援

学
校

み
か

た
校

教
育

相
談

を
開

催
し

、
障

害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
保

護
者

へ
の

相
談

及
び

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

特
別

支
援

教
育

の
視

点
か

ら
教

職
員

の
指

導
力

向
上

を
目

指
す

。
③

視
覚

に
障

害
の

あ
る

児
童

生
徒

や
保

護
者

の
個

別
相

談
・
個

別
相

談
を

通
し

て
、

生
活

や
学

習
の

支
援

・
学

校
に

お
け

る
支

援
体

制
づ

く
り

を
図

る
。

①
学

校
生

活
支

援
教

員
巡

回
相

談
回

数
（
自

校
相

談
は

除
く
）

２
２

０
回

　
　

（
香

住
小

→
香

住
一

中
  

６
９

回
、

 　
村

岡
中

→
兎

塚
小

・
村

岡
小

・
小

代
小

・
小

代
中

　
１

５
１

回
）

②
み

か
た

校
に

お
け

る
教

育
相

談
回

数
 ３

１
回

　
１

５
４

件
③

聞
こ

え
と

こ
と

ば
の

相
談

に
お

け
る

特
別

支
援

学
校

の
教

員
に

よ
る

訪
問

件
数

 ３
回

　
３

件
④

ア
イ

・
あ

い
ス

ク
ー

ル
　

２
回

　
２

件

Ｂ
維

持

み
か

た
校

の
教

育
相

談
や

言
語

聴
覚

相
談

で
は

、
特

別
支

援
学

校
の

教
師

に
よ

る
相

談
が

定
期

的
に

実
施

で
き

、
特

別
支

援
学

級
担

任
や

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
児

童
生

徒
、

保
護

者
へ

の
支

援
が

で
き

た
。

 学
校

と
し

て
教

師
と

し
て

も
少

な
か

ら
ず

の
悩

み
は

強
く
感

じ
ら

れ
る

。
ま

た
、

ア
イ

・
あ

い
ス

ク
ー

ル
で

は
視

覚
障

害
教

育
の

専
門

家
か

ら
直

接
指

導
助

言
を

受
け

る
機

会
を

持
ち

、
生

活
や

学
習

の
支

援
、

学
校

に
お

け
る

支
援

体
制

づ
く
り

を
行

っ
た

。
 引

き
続

き
、

特
別

に
支

援
が

必
要

な
子

ど
も

に
対

す
る

的
確

な
指

導
に

つ
い

て
、

特
別

支
援

学
校

と
連

携
を

図
っ

て
い

く
。

 学
校

生
活

支
援

教
員

に
よ

る
巡

回
相

談
に

つ
い

て
は

、
で

き
る

限
り

学
校

・
児

童
生

徒
・
保

護
者

の
要

望
に

応
え

て
い

き
た

い
。

本
年

度
、

巡
回

回
数

が
コ

ロ
ナ

禍
の

中
で

も
昨

年
よ

り
増

え
（
村

岡
が

増
加

）
て

い
る

よ
う

に
、

ニ
ー

ズ
自

体
は

ま
す

ま
す

増
え

る
傾

向
に

あ
る

。
担

当
者

研
修

も
、

美
方

郡
の

３
高

校
担

当
者

と
歩

調
を

合
わ

せ
６

回
の

合
同

研
修

を
数

え
た

。
小

中
高

の
連

携
も

深
ま

り
、

つ
な

が
り

が
強

ま
っ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

と
い

う
状

況
の

中
で

、
学

校
生

活
支

援
教

員
の

巡
回

相
談

回
数

が
増

加
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
社

会
状

況
の

変
化

に
対

応
し

つ
つ

、
か

つ
保

護
者

や
児

童
生

徒
の

思
い

を
受

け
止

め
な

が
ら

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
中

心
と

し
た

学
校

生
活

支
援

教
員

、
ス

ク
ー

ル
ア

シ
ス

タ
ン

ト
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

等
と

の
連

携
の

、
一

層
の

充
実

を
期

待
し

た
い

。

1
6

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

な
ど

の
外

部
の

専
門

家
に

よ
る

教
育

相
談

や
支

援
の

充
実

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
な

ど
の

外
部

の
専

門
家

に
よ

る
教

育
相

談
や

支
援

の
充

実

学
校

が
抱

え
る

課
題

（
い

じ
め

・
不

登
校

等
の

心
理

的
・
情

緒
的

不
安

、
発

達
障

害
や

虐
待

）
等

に
つ

い
て

学
校

と
福

祉
機

関
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
学

校
内

の
チ

ー
ム

体
制

へ
の

助
言

、
課

題
の

あ
る

児
童

生
徒

の
家

庭
環

境
へ

の
働

き
か

け
を

行
い

、
状

況
を

改
善

す
る

。

実
施

期
間

：
令

和
２

年
４

月
１

日
～

令
和

３
年

３
月

３
１

日
香

住
第

一
中

学
校

区
４

０
日

香
住

二
中

学
校

区
４

０
日

村
岡

中
学

校
区

４
０

日
小

代
中

学
校

区
４

０
日

Ｂ
維

持

本
年

度
は

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

担
任

、
教

育
委

員
会

の
三

者
の

情
報

共
有

す
る

機
会

が
増

え
た

こ
と

、
保

護
者

と
の

面
談

等
を

実
施

し
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

か
ら

課
題

解
決

へ
の

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

課
題

と
し

て
は

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
、

よ
り

教
職

員
の

理
解

を
深

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
担

任
、

教
育

委
員

会
の

三
者

の
情

報
共

有
は

、
課

題
解

決
に

向
か

う
基

盤
と

い
え

る
。

ま
た

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
か

ら
課

題
解

決
の

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

に
繋

げ
る

と
い

う
取

組
は

効
果

的
で

あ
り

、
評

価
で

き
る

。
な

お
、

情
報

共
有

に
あ

た
っ

て
は

、
引

き
続

き
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
等

へ
の

配
慮

を
お

願
い

す
る

。

1

3
0
 



教
育

の
方

向
性

Ⅰ
　

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
の

育
成

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等
外

部
評

価
基

本
方

針
教

育
の

重
点

に
よ

る
位

置
づ

け
実

施
状

況
事

務
事

業
名

目
的

総
合

評
価

施
策

外
国

語
活

動
や

外
国

語
科

（
英

語
）
の

授
業

の
充

実

学
習

指
導

要
領

が
定

め
る

外
国

語
活

動
及

び
外

国
語

科
（
英

語
）
の

授
業

の
充

実
を

図
り

、
児

童
生

徒
の

英
語

力
の

向
上

を
図

る
。

令
和

元
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
「
英

語
、

外
国

語
活

動
及

び
外

国
語

科
（
英

語
）
に

対
す

る
意

識
調

査
」
（
小

３
、

小
６

、
中

１
、

中
３

）
を

継
続

し
、

児
童

生
徒

の
学

習
意

欲
な

ど
を

追
跡

し
て

い
く
。

ま
た

、
全

中
学

生
を

対
象

と
し

た
「
英

語
能

力
判

定
テ

ス
ト

」
を

継
続

し
、

中
学

校
卒

業
時

ま
で

に
英

語
検

定
３

級
以

上
の

取
得

を
目

指
す

取
組

を
支

援
す

る
。

Ｂ
維

持

新
学

習
指

導
要

領
へ

の
対

応
や

平
成

元
年

度
に

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
で

英
語

の
調

査
が

実
施

さ
れ

た
こ

と
に

と
も

な
い

、
町

独
自

の
事

業
と

し
て

、
「
英

語
に

関
す

る
意

識
調

査
」

と
「
英

語
能

力
判

定
テ

ス
ト

」
を

始
め

た
。

こ
れ

ら
の

取
組

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
経

年
比

較
の

デ
ー

タ
を

蓄
積

し
、

今
後

の
指

導
に

活
用

し
て

い
く
と

と
も

に
、

英
語

学
習

へ
の

意
欲

付
け

を
図

っ
て

い
る

。

新
学

習
指

導
要

領
に

よ
る

小
学

校
英

語
の

実
施

に
あ

た
っ

て
「
英

語
に

関
す

る
意

識
調

査
」
と

「
英

語
能

力
判

定
テ

ス
ト

」
を

開
始

し
た

こ
と

は
、

授
業

の
展

開
に

対
し

て
貴

重
な

デ
ー

タ
と

な
り

高
く

評
価

で
き

る
。

Ａ
Ｌ

Ｔ
や

教
職

員
の

間
で

結
果

の
共

有
を

図
り

、
今

後
の

取
組

に
役

立
て

て
い

た
だ

き
た

い
。

外
国

青
年

招
致

事
業

香
美

町
内

小
・
中

学
校

の
児

童
生

徒
の

英
語

教
育

及
び

外
国

語
活

動
の

充
実

と
地

域
の

国
際

交
流

の
進

展
を

図
る

。

（
財

）
自

治
体

国
際

化
協

会
が

行
う

外
国

青
年

招
致

事
業

（
J
E
T
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
等

に
よ

り
、

外
国

語
指

導
助

手
５

名
を

配
置

し
、

中
学

校
に

お
け

る
外

国
語

科
の

授
業

の
補

助
、

小
学

校
に

お
け

る
外

国
語

科
授

業
・
外

国
語

活
動

の
補

助
、

地
域

に
お

け
る

国
際

交
流

活
動

へ
の

協
力

等
を

行
っ

た
。

【
小

学
校

】
香

住
小

　
２

日
/
週

、
そ

の
他

小
学

校
　

１
日

/
週

【
中

学
校

】
香

住
一

中
　

５
日

/
週

、
香

住
二

中
　

３
日

/
週

、
村

岡
中

　
３

日
/
週

、
小

代
中

　
３

日
/
週

Ｂ
内

容
改

善

Ｊ
Ｅ

Ｔ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
外

国
語

指
導

助
手

（
Ａ

Ｌ
Ｔ

）
の

新
規

来
日

が
困

難
な

状
況

に
あ

っ
た

が
、

派
遣

委
託

業
者

に
よ

る
外

国
語

指
導

助
手

を
配

置
し

、
５

名
の

Ａ
Ｌ

Ｔ
を

配
置

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
し

か
し

、
配

置
人

数
は

確
保

で
き

た
が

、
様

々
な

研
修

が
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で
な

く
な

っ
て

し
ま

い
、

Ａ
Ｌ

Ｔ
の

質
の

維
持

・
向

上
に

対
す

る
手

立
て

が
不

十
分

で
あ

っ
た

。
今

後
、

町
独

自
の

研
修

も
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

英
検

３
級

以
上

の
生

徒
が

、
全

国
平

均
を

１
２

％
上

回
る

５
６

．
４

％
に

達
し

た
。

令
和

元
年

度
の

５
０

％
達

成
に

次
い

で
着

実
に

増
え

て
い

る
こ

と
は

、
高

く
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
を

大
き

く
受

け
な

が
ら

も
、

Ａ
Ｌ

Ｔ
勤

務
成

績
が

４
段

階
で

３
．

７
と

い
う

高
い

評
価

で
あ

る
こ

と
は

、
各

学
校

の
連

携
に

お
け

る
尽

力
の

賜
と

、
お

礼
申

し
上

げ
た

い
。

2
0

ふ
る

さ
と

の
良

さ
や

価
値

を
見

い
だ

す
「
体

験
的

な
ふ

る
さ

と
教

育
」
の

推
進

子
ど

も
た

ち
へ

の
ふ

る
さ

と
教

育
推

進
事

業

ふ
る

さ
と

の
良

さ
や

地
域

の
価

値
を

理
解

さ
せ

る
と

と
も

に
、

自
ら

の
言

葉
で

ふ
る

さ
と

を
語

る
こ

と
の

で
き

る
体

験
等

を
通

し
て

、
子

ど
も

た
ち

の
将

来
に

つ
な

が
る

態
度

や
能

力
を

育
て

る
。

①
各

学
校

の
特

色
を

生
か

し
、

地
域

の
人

材
を

活
用

し
た

体
験

的
な

学
習

を
通

し
て

、
ふ

る
さ

と
の

良
さ

や
地

域
の

価
値

を
見

い
出

す
ふ

る
さ

と
教

育
を

行
っ

た
。

②
ふ

る
さ

と
も

の
し

り
博

士
や

ふ
る

さ
と

教
育

応
援

団
な

ど
を

招
聘

し
、

自
立

に
つ

な
が

る
態

度
や

能
力

な
ど

の
育

成
を

図
っ

た
。

③
地

域
の

人
的

、
物

質
的

資
源

を
活

用
し

た
環

境
体

験
学

習
、

自
然

学
校

、
ト

ラ
イ

や
る

・
ウ

ィ
ー

ク
、

魚
料

理
実

習
な

ど
の

様
々

な
体

験
活

動
を

通
し

て
ふ

る
さ

と
教

育
を

推
進

し
た

。
Ｂ

維
持

郷
土

の
伝

統
文

化
・
芸

能
に

親
し

み
、

ふ
る

さ
と

を
学

び
、

理
解

を
深

め
る

取
組

を
充

実
さ

せ
、

さ
ら

な
る

ふ
る

さ
と

意
識

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
ね

ら
い

と
し

て
計

画
し

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

、
十

分
な

活
動

が
で

き
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

「
ふ

る
さ

と
も

の
し

り
博

士
」
や

「
ふ

る
さ

と
教

育
応

援
団

」
等

の
人

材
を

積
極

的
に

活
用

し
、

地
域

へ
の

理
解

を
深

め
る

取
組

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

「
ふ

る
さ

と
教

育
交

流
会

」
で

の
パ

ネ
ル

展
示

等
に

お
い

て
、

成
果

を
発

表
し

、
地

域
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
育

て
る

。

今
年

度
は

、
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で
、

十
分

な
活

動
が

実
施

で
き

な
か

っ
た

こ
と

は
残

念
で

あ
る

が
、

「
ふ

る
さ

と
教

育
」
は

郷
土

香
美

町
を

具
体

的
に

認
識

す
る

貴
重

な
機

会
で

も
あ

り
、

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
の

進
展

も
あ

わ
せ

、
動

画
配

信
や

W
e
b

に
よ

る
授

業
等

の
展

開
に

も
期

待
し

た
い

。

外
国

語
活

動
や

外
国

語
科

（
英

語
）
の

授
業

の
充

実
1
7
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3
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教
育

の
方

向
性

Ⅰ
　

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
の

育
成

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等
外

部
評

価
基

本
方

針
教

育
の

重
点

に
よ

る
位

置
づ

け
実

施
状

況
事

務
事

業
名

目
的

総
合

評
価

施
策

3
3

「
日

本
一

の
ふ

る
さ

と
給

食
」
の

取
組

を
通

し
た

食
育

の
充

実

ふ
る

さ
と

給
食

の
推

進

学
校

給
食

を
通

じ
て

児
童

生
徒

の
健

全
な

心
身

や
豊

か
な

人
間

性
を

育
む

と
と

も
に

、
地

産
地

消
に

よ
る

地
元

食
材

の
活

用
を

促
進

し
、

地
域

の
活

性
化

を
図

る
。

①
Ｒ

２
年

度
は

研
修

会
を

予
定

し
て

い
た

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

の
た

め
資

料
送

付
に

よ
る

意
見

収
集

と
な

っ
た

。
②

給
食

用
材

料
の

主
要

野
菜

に
つ

い
て

は
、

夏
野

菜
が

多
く

収
穫

で
き

る
時

期
の

夏
休

み
が

短
期

に
な

っ
た

た
め

、
地

元
産

野
菜

の
使

用
割

合
が

昨
年

度
よ

り
上

が
っ

た
。

③
ふ

る
さ

と
給

食
推

進
員

が
、

農
家

の
作

付
け

調
整

や
生

産
物

の
集

荷
を

行
い

、
地

元
食

材
の

利
用

拡
大

に
取

り
組

ん
だ

。
④

野
菜

生
産

者
グ

ル
ー

プ
と

の
給

食
交

流
会

は
Ｒ

２
年

度
は

実
施

で
き

な
か

っ
た

。
Ｂ

拡
大

地
元

産
主

要
野

菜
は

、
夏

野
菜

が
多

く
収

穫
で

き
る

時
期

の
夏

休
み

が
短

期
に

な
り

給
食

に
地

元
産

夏
野

菜
を

多
く
使

う
こ

と
が

で
き

使
用

割
合

が
昨

年
度

よ
り

上
が

っ
た

。
給

食
交

流
会

は
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

に
よ

り
実

施
で

き
な

か
っ

た
が

、
ふ

る
さ

と
給

食
推

進
員

が
「
学

校
給

食
表

彰
（
兵

庫
県

教
育

長
表

彰
）
」
を

受
賞

し
、

本
町

の
ふ

る
さ

と
給

食
推

進
の

取
り

組
み

を
町

内
外

に
知

っ
て

も
ら

う
機

会
と

な
っ

た
。

今
後

も
新

た
な

食
材

の
開

拓
や

利
用

割
合

向
上

に
努

め
目

標
達

成
に

向
け

推
進

し
て

い
く
。

町
内

産
使

用
比

率
は

目
標

値
に

達
し

な
か

っ
た

も
の

の
、

「
ふ

る
さ

と
給

食
推

進
員

」
の

取
組

や
そ

の
成

果
が

認
め

ら
れ

、
兵

庫
県

教
育

長
の

「
学

校
給

食
表

彰
」
を

受
け

た
こ

と
は

、
高

く
評

価
で

き
る

。
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

給
食

交
流

会
が

実
施

で
き

な
か

っ
た

の
は

残
念

で
あ

る
が

、
引

き
続

き
充

実
を

期
待

し
た

い
。

3
4

「
ふ

る
さ

と
魚

料
理

実
習

」
な

ど
の

取
組

を
通

し
た

食
育

の
充

実

ふ
る

さ
と

食
材

調
理

実
習

教
室

地
域

の
人

材
の

協
力

を
得

て
、

「
魚

の
三

枚
お

ろ
し

」
な

ど
の

さ
ば

き
方

の
実

習
や

香
美

町
の

豊
か

な
食

材
を

活
用

し
た

調
理

実
習

な
ど

、
食

育
実

践
活

動
等

の
充

実
を

図
る

。

①
ふ

る
さ

と
食

材
調

理
実

習
（
講

師
を

招
い

て
地

元
の

食
材

や
加

工
品

等
を

使
用

し
た

調
理

実
習

を
実

施
・
２

校
）

　
奥

佐
津

小
、

佐
津

小
②

ふ
る

さ
と

の
魚

調
理

実
習

（
地

元
産

の
ア

ジ
の

三
枚

お
ろ

し
を

中
学

校
で

実
施

・
１

校
）

　
小

代
中

：
1
、

2
年

生

C
維

持

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

生
産

者
を

講
師

と
し

て
招

い
た

調
理

実
習

教
室

が
持

ち
に

く
か

っ
た

が
、

実
施

し
た

3
校

(ふ
る

さ
と

食
材

2
校

・
魚

料
理

1
校

）
は

コ
ロ

対
策

を
徹

底
し

開
催

し
た

。
実

習
後

の
成

果
は

、
全

実
施

学
校

が
児

童
生

徒
の

地
元

食
材

へ
の

興
味

関
心

が
向

上
し

た
こ

と
、

地
元

の
食

材
に

関
わ

る
人

々
や

食
材

へ
の

感
謝

の
気

持
ち

が
よ

り
強

く
な

っ
た

こ
と

等
を

挙
げ

て
い

る
。

講
師

と
し

て
例

年
調

理
実

習
に

招
聘

し
て

い
る

漁
業

関
係

者
か

ら
な

る
「
香

美
町

と
と

活
隊

」
が

Ｒ
２

年
度

の
兵

庫
県

産
農

林
水

産
物

学
校

給
食

利
用

促
進

事
業

の
委

託
を

受
け

、
タ

ッ
チ

ン
グ

プ
ー

ル
や

飛
沫

防
止

ガ
ー

ド
、

リ
モ

ー
ト

調
理

実
習

な
ど

工
夫

を
凝

ら
し

た
食

育
活

動
に

さ
ら

に
力

を
入

れ
取

り
組

ん
で

く
れ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

小
学

校
の

「
ふ

る
さ

と
食

材
調

理
実

習
」
と

中
学

校
の

「
ふ

る
さ

と
の

魚
調

理
実

習
」
の

実
施

校
が

減
少

し
た

こ
と

は
や

む
を

得
ず

、
次

年
度

の
開

催
に

期
待

し
た

い
。

ま
た

、
中

止
に

い
た

っ
た

こ
と

で
、

あ
ら

た
め

て
例

年
お

世
話

に
な

っ
て

い
る

漁
業

関
係

者
グ

ル
ー

プ
「
香

美
町

と
と

活
隊

」
の

支
援

が
認

識
さ

れ
た

。
こ

の
場

を
借

り
て

、
お

礼
申

し
上

げ
た

い
。

4
3
6

一
人

一
人

を
大

切
に

す
る

指
導

方
法

の
工

夫
・
改

善

「
生

き
る

力
」
を

育
む

教
育

・
保

育
の

充
実

に
資

す
る

多
様

な
研

究
機

会
の

設
定

小
学

校
へ

つ
な

が
る

子
ど

も
の

発
達

や
学

び
の

連
続

性
を

踏
ま

え
た

円
滑

な
接

続
を

図
り

な
が

ら
、

集
団

の
形

成
要

素
で

あ
る

「
個

の
育

ち
」
に

重
点

を
置

き
、

子
ど

も
た

ち
一

人
一

人
の

心
身

両
面

の
望

ま
し

い
成

長
を

促
す

。

①
一

人
一

人
の

子
ど

も
の

「
成

長
」
「
変

化
」
等

を
確

実
に

記
録

・
集

積
し

、
継

続
的

指
導

や
保

護
者

面
談

等
に

活
用

②
「
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
録

」
の

活
用

を
図

る
実

践
研

修
を

継
続

③
教

諭
・
保

育
士

の
専

門
的

指
導

力
を

向
上

さ
せ

る
研

修
（
公

開
保

育
・
事

後
研

究
会

・
講

演
会

等
）
を

実
施

Ｂ
維

持

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

「
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
録

」
実

践
発

表
会

が
で

き
な

か
っ

た
が

、
講

演
会

で
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
園

児
の

心
の

ケ
ア

に
つ

い
て

学
ん

だ
。

直
面

し
て

い
る

課
題

で
あ

っ
た

た
め

大
変

役
に

立
っ

た
。

ま
た

公
開

保
育

を
射

添
幼

稚
園

と
余

部
幼

稚
園

で
行

い
香

美
町

の
推

進
す

る
「
ほ

め
る

」
「
認

め
る

」
保

育
の

専
門

的
指

導
力

の
向

上
に

効
果

を
上

げ
た

。
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
研

修
の

あ
り

方
を

研
究

し
、

確
実

に
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

子
ど

も
の

成
長

の
様

々
な

過
程

に
お

い
て

、
「
ほ

め
る

」
「
認

め
る

」
こ

と
は

重
要

な
意

味
を

持
っ

て
い

る
。

教
職

員
に

あ
っ

て
は

さ
ら

に
そ

の
認

識
を

深
め

る
と

と
も

に
、

子
ど

も
た

ち
が

よ
り

自
己

有
用

観
と

自
尊

感
情

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
家

庭
や

関
係

機
関

と
の

連
携

の
一

層
の

推
進

を
期

待
し

た
い

。

3
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教
育

の
方

向
性

Ⅰ
　

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
の

育
成

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等
外

部
評

価
基

本
方

針
教

育
の

重
点

に
よ

る
位

置
づ

け
実

施
状

況
事

務
事

業
名

目
的

総
合

評
価

施
策

4
4
1

少
人

数
指

導
で

培
う

力
を

補
完

す
る

他
園

所
と

の
合

同
保

育
の

推
進

就
学

前
わ

く
わ

く
交

流
会

（
学

校
間

ス
ー

パ
ー

連
携

チ
ャ

レ
ン

ジ
プ

ラ
ン

）

①
多

く
の

友
だ

ち
と

か
か

わ
り

な
が

ら
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

の
育

成
を

図
る

。
②

「
ふ

る
さ

と
香

美
」
の

豊
か

な
自

然
に

触
れ

る
感

動
体

験
を

通
し

て
、

「
豊

か
な

心
」
を

育
む

。
③

教
育

技
術

交
流

を
通

し
た

職
員

の
指

導
力

向
上

を
図

り
、

外
部

か
ら

信
頼

さ
れ

る
園

所
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

４
つ

の
グ

ル
ー

プ
内

で
「
就

学
前

わ
く
わ

く
交

流
会

」
を

実
施

し
た

。
Ａ

グ
ル

ー
プ

（
奥

佐
津

幼
、

佐
津

幼
）
３

回
実

施
Ｂ

グ
ル

ー
プ

（
長

井
幼

、
余

部
幼

）
４

回
実

施
Ｃ

グ
ル

ー
プ

（
柴

山
幼

、
柴

山
保

）
２

回
実

施
Ｄ

グ
ル

ー
プ

（
村

岡
幼

、
う

づ
か

幼
、

射
添

幼
、

小
代

認
定

こ
ど

も
園

）
２

回
実

施

Ｂ
維

持

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

、
回

数
を

大
幅

に
減

ら
さ

ざ
る

負
え

な
か

っ
た

。
予

定
し

た
回

数
の

3
割

し
か

で
き

な
か

っ
た

が
、

少
人

数
の

園
所

の
課

題
克

服
の

た
め

に
は

、
必

要
性

も
効

果
も

高
か

っ
た

。
大

勢
の

前
で

話
す

体
験

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
な

ど
回

数
は

少
な

い
が

成
果

を
上

げ
た

。
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で
回

数
の

確
保

が
難

し
い

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

っ
て

、
実

施
回

数
は

大
き

く
減

少
し

た
が

、
各

園
に

あ
っ

て
は

、
そ

れ
に

代
わ

る
取

組
の

検
証

と
実

施
に

努
め

た
こ

と
は

、
高

く
評

価
で

き
る

。
今

年
度

の
検

証
を

行
い

、
中

止
時

に
お

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

あ
り

方
等

の
開

発
に

結
び

つ
く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

3
3
 



教
育

の
方

向
性

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
の

学
校

づ
く
り

の
推

進
と

教
育

環
境

の
充

実

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

5
4
7

学
校

園
施

設
、

設
備

、
遊

具
等

の
安

全
点

検
の

実
施

学
校

施
設

等
の

安
全

対
策

子
ど

も
た

ち
の

安
全

確
保

及
び

学
習

環
境

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

校
園

の
施

設
、

設
備

、
遊

具
等

の
整

備
に

努
め

る
と

と
も

に
、

生
涯

学
習

の
活

動
の

場
で

あ
り

非
常

災
害

時
に

は
避

難
所

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

重
要

な
施

設
で

も
あ

る
た

め
、

老
朽

化
の

著
し

い
学

校
施

設
の

長
寿

命
化

を
図

る
。

①
学

習
環

境
向

上
の

た
め

の
危

険
個

所
、

不
具

合
箇

所
の

営
繕

、
修

繕
を

行
っ

た
。

営
繕

工
事

　
小

学
校

１
０

工
事

、
中

学
校

３
工

事
、

幼
稚

園
４

工
事

、
合

計
１

７
工

事

②
未

改
修

の
小

学
校

及
び

幼
稚

園
の

ト
イ

レ
洋

式
化

を
実

施
し

た
。

整
備

工
事

　
(1

)村
岡

小
、

兎
塚

小
、

小
代

小
屋

外
ト

イ
レ

洋
式

化
工

事
、

(2
)香

住
一

中
柔

剣
道

場
ト

イ
レ

洋
式

化
工

事
Ａ

維
持

令
和

２
年

度
の

予
定

工
事

は
す

べ
て

完
了

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
し

か
し

、
学

校
評

価
で

は
１

幼
稚

園
に

お
い

て
満

足
度

７
０

％
未

満
で

あ
っ

た
た

め
工

事
工

程
及

び
現

場
監

理
等

を
し

っ
か

り
行

う
必

要
が

あ
る

。
今

後
も

早
期

完
了

を
目

指
し

、
予

定
し

て
い

る
大

規
模

改
修

事
業

を
計

画
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

限
ら

れ
た

予
算

で
は

あ
る

が
学

校
か

ら
満

足
い

た
だ

け
る

よ
う

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

施
設

等
の

工
事

が
、

計
画

通
り

円
滑

に
進

捗
し

完
了

し
た

こ
と

、
ま

た
、

教
育

委
員

会
・
学

校
の

適
切

な
指

導
に

よ
り

工
事

中
の

学
校

園
生

活
へ

の
配

慮
が

十
分

に
な

さ
れ

た
こ

と
も

、
高

く
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

近
年

、
大

規
模

自
然

災
害

の
被

害
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

。
地

域
住

民
の

避
難

所
と

し
て

の
役

割
も

あ
わ

せ
て

、
学

校
園

の
安

全
安

心
へ

の
取

組
に

も
期

待
し

た
い

。

6
5
1

学
校

運
営

の
自

律
的

・
組

織
的

な
推

進
町

教
育

研
修

所

校
内

研
修

や
日

々
の

教
育

活
動

等
を

通
し

て
学

校
園

全
体

で
教

職
員

の
資

質
向

上
に

励
み

、
と

り
わ

け
町

研
修

所
事

業
と

の
連

携
を

図
り

、
中

堅
・
若

手
教

職
員

の
育

成
に

努
め

る
。

①
全

体
研

修
：
昨

年
度

末
に

作
成

し
た

「
『
香

美
町

教
育

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

実
施

手
順

』
教

職
員

編
（
兼

ポ
イ

ン
ト

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

）
」
に

沿
っ

て
町

教
育

委
員

会
企

画
研

修
室

室
長

が
説

明
を

行
い

、
学

校
園

で
の

様
々

な
情

報
の

適
正

な
管

理
に

資
す

る
た

め
の

研
修

を
行

っ
た

。
②

学
校

間
ス

ー
パ

ー
連

携
チ

ャ
レ

ン
ジ

研
修

③
一

貫
化

教
育

研
究

④
中

堅
職

員
研

修
（
対

象
：
教

職
経

験
年

数
5
年

以
上

の
教

員
）

⑤
特

別
支

援
教

育
研

究
 ・

外
国

語
教

育
研

究
 ・

情
報

教
育

研
究

⑥
専

門
部

会
：
校

長
会

、
教

頭
会

、
養

護
教

諭
部

会
、

学
校

事
務

部
会

⑦
研

究
助

成
：
小

中
研

究
助

成
（
1
1
校

）
、

研
究

指
定

校
（
3
校

）
、

特
別

支
援

教
育

部
会

、
生

徒
指

導
部

会
、

就
学

前
教

育
研

究
、

今
日

的
課

題
実

践
研

究
、

教
育

実
践

研
究

Ａ
維

持

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

、
外

部
講

師
を

招
い

て
の

研
修

会
や

、
他

校
と

連
携

し
て

行
う

研
修

会
を

予
定

し
て

い
た

部
会

に
つ

い
て

は
実

施
を

見
合

わ
せ

た
た

め
評

価
指

標
の

「
②

自
己

評
価

」
が

例
年

と
は

違
い

「
あ

ま
り

で
き

て
い

な
い

」
「
で

き
て

い
な

い
」
と

い
う

部
会

が
あ

っ
た

。
し

か
し

、
感

染
症

対
策

を
し

っ
か

り
と

行
っ

た
上

で
の

研
修

会
や

、
デ

ー
タ

を
共

有
し

た
意

見
交

換
、

視
察

を
変

更
し

て
資

料
を

取
り

寄
せ

て
の

研
修

な
ど

、
様

々
な

工
夫

を
凝

ら
し

て
で

き
る

形
で

研
修

を
行

い
、

困
難

な
状

況
で

あ
っ

た
が

懸
命

に
学

ん
だ

成
果

が
伺

え
る

た
め

「
Ａ

：
よ

く
で

き
て

い
る

」
と

判
定

す
る

。

多
種

多
様

な
教

職
員

研
修

は
、

香
美

町
教

育
の

根
幹

に
か

か
わ

る
取

組
で

あ
り

、
平

素
か

ら
の

計
画

的
・

実
践

的
な

取
組

は
高

く
評

価
で

き
る

。
今

年
度

は
、

コ
ロ

ナ
禍

と
い

う
状

況
に

対
応

し
つ

つ
様

々
な

形
態

で
の

研
修

を
推

進
し

た
こ

と
は

、
高

く
評

価
で

き
る

。
今

後
、

今
年

度
の

経
験

を
ふ

ま
え

、
通

常
時

の
研

修
に

お
い

て
も

W
e
b

の
効

率
的

な
活

用
な

ど
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的
総

合
評

価

3
4



教
育

の
方

向
性

Ⅲ
　

学
校

・
家

庭
・
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

力
の

向
上

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

6
6
2

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
充

実
香

美
町

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業

保
護

者
が

労
働

等
に

よ
り

昼
間

家
庭

に
い

な
い

小
学

校
の

児
童

等
に

対
し

、
授

業
終

了
後

に
適

切
な

遊
び

、
及

び
生

活
の

場
を

与
え

て
、

そ
の

健
全

な
育

成
を

行
う

。

①
ス

マ
イ

ル
か

す
み

平
均

入
所

児
童

数
7
4
人

/
月

（
最

大
入

所
数

8
8
人

）
②

ス
マ

イ
ル

お
く
さ

づ
平

均
入

所
児

童
数

7
人

/
月

（
最

大
入

所
数

7
人

）
内

園
児

5
人

/
月

③
ス

マ
イ

ル
さ

づ
平

均
入

所
児

童
数

1
0
人

/
月

（
最

大
入

所
数

1
2
人

）
内

園
児

1
人

/
月

④
ス

マ
イ

ル
し

ば
や

ま
平

均
入

所
児

童
数

1
3
人

/
月

（
最

大
入

所
数

1
5
人

）
内

園
児

5
人

/
月

⑤
ス

マ
イ

ル
な

が
い

平
均

入
所

児
童

数
1
0
人

/
月

（
最

大
入

所
数

1
4
人

）
内

園
児

5
人

/
月

⑥
ス

マ
イ

ル
あ

ま
る

べ
平

均
入

所
児

童
数

5
人

/
月

（
最

大
入

所
数

6
人

）
 内

園
児

2
人

/
月

⑦
ふ

れ
あ

い
む

ら
お

か
平

均
入

所
児

童
数

3
4
人

/
月

（
最

大
入

所
数

3
8
人

）
内

園
児

4
人

/
月

⑧
ふ

れ
あ

い
う

づ
か

平
均

入
所

児
童

数
1
7
人

/
月

（
最

大
入

所
数

1
9
人

）
内

園
児

4
人

/
月

⑨
ふ

れ
あ

い
い

そ
う

平
均

入
所

児
童

数
2
1
人

/
月

（
最

大
入

所
数

2
3
人

）
内

園
児

6
人

/
月

⑩
か

が
や

き
お

じ
ろ

平
均

入
所

児
童

数
8
人

/
月

（
最

大
入

所
数

9
人

）

A
維

持

全
小

学
校

校
区

に
設

置
し

て
、

少
人

数
で

も
開

設
し

て
い

る
こ

と
に

よ
り

、
住

民
の

公
平

な
サ

ー
ビ

ス
と

な
っ

て
い

る
。

町
全

体
の

児
童

数
が

減
少

傾
向

に
あ

る
中

、
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

要
件

の
緩

和
や

保
護

者
の

就
職

が
増

え
た

た
め

と
考

え
ら

れ
る

が
、

ク
ラ

ブ
に

よ
っ

て
は

保
育

室
の

分
散

等
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
職

員
は

町
の

研
修

や
県

の
資

質
向

上
研

修
に

参
加

し
、

保
育

の
質

の
向

上
を

心
が

け
て

い
る

。

少
子

化
で

子
ど

も
の

数
は

減
少

し
て

い
る

も
の

の
、

保
護

者
の

就
業

や
勤

務
の

形
態

は
多

様
化

し
て

お
り

、
各

家
庭

の
置

か
れ

た
状

況
も

様
々

で
あ

る
。

保
護

者
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

の
検

証
を

図
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
、

待
機

児
童

な
し

に
務

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

7
6
3

延
長

保
育

事
業

や
一

時
保

育
事

業
な

ど
の

充
実

病
児

保
育

事
業

児
童

が
病

気
の

際
に

、
保

護
者

が
就

労
し

て
い

る
な

ど
の

理
由

に
よ

り
家

庭
で

の
保

育
が

困
難

な
場

合
に

お
い

て
、

病
院

又
は

保
育

所
等

に
お

い
て

病
気

の
児

童
を

一
時

的
に

保
育

す
る

ほ
か

、
保

育
中

に
体

調
不

良
と

な
っ

た
児

童
へ

の
緊

急
対

応
を

行
う

病
児

保
育

を
実

施
し

、
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

環
境

を
整

備
し

、
も

っ
て

児
童

の
福

祉
の

向
上

を
図

る
。

病
児

対
応

型
・
・
・
開

設
日

数
：
２

４
１

日
　

利
用

者
数

：
延

べ
４

人
（
１

日
単

位
：
４

人
、

半
日

単
位

：
０

人
）

　
※

令
和

２
年

度
か

ら
対

象
年

齢
を

小
学

校
６

年
生

ま
で

に
拡

大 体
調

不
良

児
対

応
型

（
２

施
設

）
・
・
・
開

設
日

数
：
各

２
４

１
日

利
用

者
数

：
延

べ
１

５
人

Ｂ
拡

大

病
児

保
育

室
の

利
用

者
数

が
前

年
度

に
比

べ
大

き
く
減

少
し

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

に
よ

り
病

児
保

育
室

の
利

用
を

控
え

た
り

、
手

洗
い

な
ど

の
衛

生
管

理
が

徹
底

さ
れ

た
こ

と
が

要
因

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
中

で
令

和
２

年
度

か
ら

対
象

年
齢

を
小

学
６

年
生

ま
で

に
拡

充
し

た
こ

と
に

よ
り

、
小

学
生

の
利

用
が

あ
っ

た
こ

と
は

成
果

が
あ

っ
た

。
民

間
の

保
育

所
２

施
設

で
実

施
す

る
体

調
不

良
児

対
応

型
に

つ
い

て
も

利
用

者
数

は
減

少
し

た
が

、
子

育
て

支
援

策
と

し
て

効
果

的
に

機
能

し
て

い
る

と
い

え
る

。
村

岡
区

・
小

代
区

内
で

の
実

施
に

至
っ

て
い

な
い

た
め

引
き

続
き

今
後

の
検

討
課

題
で

あ
る

。

就
労

し
て

い
る

保
護

者
に

と
っ

て
、

急
な

児
童

・
園

児
の

疾
病

に
は

対
応

が
困

難
な

場
合

が
多

く
、

延
長

保
育

や
一

時
保

育
は

貴
重

な
支

援
と

な
っ

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
禍

の
中

と
は

い
え

、
前

年
度

に
引

き
続

き
、

希
望

者
全

員
に

対
応

で
き

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的
総

合
評

価

3
5



教
育

の
方

向
性

Ⅲ
　

学
校

・
家

庭
・
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

力
の

向
上

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等
施

策
外

部
評

価
基

本
方

針
教

育
の

重
点

に
よ

る
位

置
づ

け
実

施
状

況
事

務
事

業
名

目
的

総
合

評
価

8
6
4

学
校

園
支

援
活

動
の

充
実

放
課

後
プ

ラ
ン

事
業

（
ひ

ょ
う

ご
放

課
後

プ
ラ

ン
事

業
）

幼
稚

園
児

・
小

学
生

を
対

象
と

し
、

主
に

放
課

後
に

学
校

や
地

区
公

民
館

の
施

設
を

活
用

し
て

安
全

・
安

心
な

子
ど

も
の

居
場

所
を

設
け

、
学

習
や

ス
ポ

ー
ツ

、
文

化
活

動
、

集
団

遊
び

等
を

行
う

。
教

育
活

動
推

進
員

（
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

の
人

と
の

交
流

を
定

期
的

、
継

続
的

に
行

い
、

子
ど

も
た

ち
の

社
会

性
・
自

主
性

・
創

造
性

等
の

豊
か

な
人

間
性

を
涵

養
す

る
と

と
も

に
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

を
持

て
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
地

域
社

会
全

体
の

教
育

力
の

向
上

を
図

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

活
性

化
や

子
ど

も
が

健
全

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
環

境
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

地
区

公
民

館
や

学
校

の
施

設
を

活
用

し
、

平
日

の
放

課
後

を
中

心
に

宿
題

や
体

験
活

動
、

集
団

遊
び

等
の

場
を

、
６

小
学

校
区

で
各

年
間

２
３

～
３

２
日

提
供

し
た

。
子

ど
も

た
ち

の
日

頃
の

見
守

り
や

指
導

は
地

域
の

方
が

行
い

、
定

期
的

に
、

外
部

か
ら

講
師

を
招

き
、

工
作

作
り

や
バ

ル
ー

ン
ア

ー
ト

教
室

等
を

し
た

り
、

地
域

の
高

校
生

と
も

交
流

し
た

。
お

く
さ

づ
っ

子
教

室
　

　
年

間
２

３
日

、
９

８
人

参
加

さ
づ

っ
子

教
室

　
  

　
　

年
間

２
３

日
、

２
３

５
人

参
加

し
ば

や
ま

っ
子

教
室

　
年

間
２

４
日

、
４

８
１

人
参

加
あ

ま
る

べ
っ

子
教

室
　

年
間

２
４

日
、

２
１

０
人

参
加

い
そ

う
っ

子
教

室
　

　
 年

間
２

３
日

、
８

７
０

人
参

加
お

じ
ろ

っ
子

教
室

　
  

 年
間

３
２

日
、

２
５

１
人

参
加

Ｂ
維

持

子
ど

も
た

ち
に

放
課

後
の

居
場

所
を

提
供

す
る

た
め

６
教

室
開

設
し

た
。

地
域

の
大

人
か

ら
工

作
や

バ
ル

ー
ン

ア
ー

ト
、

し
め

縄
づ

く
り

な
ど

を
学

ん
だ

り
、

地
元

の
高

校
と

連
携

し
た

交
流

を
行

う
な

ど
、

地
域

社
会

全
体

の
教

育
力

の
向

上
を

図
っ

た
。

ま
た

、
各

教
室

代
表

者
が

集
ま

る
運

営
委

員
会

を
実

施
し

、
具

体
的

な
対

応
な

ど
の

共
通

理
解

を
図

り
、

他
の

教
室

の
良

い
点

を
取

り
入

れ
る

な
ど

工
夫

改
善

を
行

っ
た

。
今

後
と

も
、

運
営

委
員

会
や

研
修

会
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

事
業

の
成

果
と

課
題

を
関

係
者

が
共

通
理

解
し

な
が

ら
、

子
ど

も
た

ち
が

健
全

に
か

つ
安

心
し

て
過

ご
せ

る
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

く
。

放
課

後
の

各
教

室
は

、
単

な
る

居
場

所
に

と
ど

ま
ら

ず
、

教
育

活
動

推
進

員
は

も
と

よ
り

、
地

域
の

住
民

や
高

校
生

な
ど

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

体
験

活
動

や
異

世
代

交
流

の
貴

重
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
各

教
室

の
代

表
に

よ
る

運
営

委
員

会
が

開
催

さ
れ

、
そ

れ
ぞ

れ
の

効
果

的
な

取
組

の
情

報
共

有
が

図
ら

れ
て

い
る

こ
と

は
教

室
の

活
性

化
に

寄
与

し
て

い
る

も
の

と
考

え
ら

れ
、

高
く

評
価

で
き

る
。

3
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教
育

の
方

向
性

Ⅳ
　

生
涯

学
習

社
会

づ
く
り

の
推

進

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

6
6

公
民

館
事

業
の

充
実

公
民

館
事

業

香
美

町
教

育
振

興
計

画
後

期
計

画
に

基
づ

き
、

公
民

館
活

動
を

地
域

住
民

の
生

涯
学

習
の

中
核

に
し

て
積

極
的

に
推

進
す

る
。

高
度

化
、

多
様

化
す

る
町

民
の

学
習

要
求

に
的

確
に

対
応

し
、

町
民

一
人

一
人

が
豊

か
な

人
生

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
生

涯
学

習
の

充
実

、
芸

術
文

化
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。

[香
住

区
中

央
公

民
館

]
・
一

般
講

座
7
講

座
5
6
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
3
9
9
人

）
・
こ

ど
も

講
座

3
講

座
3
2
回

（
延

べ
参

加
人

数
2
0
4
人

）
 ※

そ
の

他
6
地

区
公

民
館

　
一

般
講

座
等

全
1
0
講

座

[村
岡

区
中

央
公

民
館

]
・
一

般
講

座
1
1
講

座
9
1
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
8
9
8
人

）
・
特

別
講

座
2
講

座
2
回

（
延

べ
参

加
人

数
3
3
人

）
・
こ

ど
も

講
座

1
講

座
3
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
5
7
人

）
 ※

そ
の

他
3
地

区
公

民
館

　
一

般
講

座
等

全
1
0
講

座

[連
携

講
座

]
・
ふ

る
さ

と
語

り
部

講
座

5
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
1
6
2
人

）
※

[し
い

の
木

キ
ャ

ン
パ

ス
]

 ・
専

門
講

座
4
講

座
2
4
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
5
5
8
人

）
※

[そ
ぶ

キ
ャ

ン
パ

ス
]

 ・
専

門
講

座
5
講

座
3
7
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
3
1
5
人

）

Ｂ
維

持

地
域

に
お

け
る

学
習

・
交

流
の

場
と

し
て

、
香

住
区

中
央

公
民

館
で

１
０

講
座

、
村

岡
区

中
央

公
民

館
で

１
４

講
座

を
開

講
し

、
生

涯
学

習
の

充
実

を
図

っ
た

。
新

規
の

講
座

を
開

設
し

て
申

込
者

を
増

や
し

た
が

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
で

開
催

回
数

、
参

加
者

数
は

減
少

し
た

。
今

後
も

ア
ン

ケ
ー

ト
を

と
る

な
ど

、
町

民
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

講
座

の
実

施
、

多
世

代
の

参
加

者
増

に
向

け
て

、
さ

ら
に

情
報

発
信

を
行

い
内

容
の

充
実

を
図

っ
て

い
く
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
講

座
数

、
受

講
者

数
の

減
少

は
や

む
を

得
な

い
。

そ
ん

な
中

で
、

適
切

な
コ

ロ
ナ

対
策

の
も

と
で

実
施

さ
れ

た
講

座
は

、
例

年
に

な
く

貴
重

な
学

び
と

交
流

の
場

と
な

っ
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

今
後

も
、

地
域

住
民

が
世

代
を

超
え

て
集

え
る

場
と

し
て

、
一

層
の

公
民

館
活

動
の

活
性

化
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

7
0

「
町

じ
ゅ

う
図

書
館

」
活

動
の

推
進

図
書

事
業

図
書

の
貸

出
し

業
務

、
図

書
の

購
入

、
移

動
図

書
館

車
の

活
用

な
ど

を
行

い
、

町
民

の
読

書
へ

の
意

欲
を

啓
発

し
生

涯
学

習
環

境
を

整
え

る
。

①
図

書
購

入
冊

数
を

増
や

し
、

新
刊

図
書

情
報

や
読

み
聞

か
せ

会
等

に
つ

い
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

町
民

に
案

内
し

、
読

書
運

動
推

進
を

図
っ

た
。

②
毎

月
、

移
動

図
書

館
車

「
や

ま
な

み
」
号

で
村

岡
区

内
、

「
メ

ル
ヘ

ン
」
号

で
小

代
区

内
の

各
地

区
を

巡
回

し
て

図
書

の
貸

出
し

を
行

っ
た

。
③

公
民

館
の

図
書

及
び

新
刊

図
書

を
各

学
校

に
貸

し
出

す
「
ジ

オ
ン

く
ん

の
本

わ
か

文
庫

」
を

推
進

し
、

読
書

の
機

会
を

提
供

し
た

。
④

乳
幼

児
健

診
の

待
ち

時
間

を
利

用
し

た
読

み
聞

か
せ

の
実

演
や

保
護

者
と

の
対

話
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

の
た

め
開

催
を

見
合

わ
せ

た
。

⑤
移

動
図

書
館

車
で

子
育

て
施

設
等

へ
行

き
、

図
書

の
貸

出
し

や
読

み
聞

か
せ

を
行

う
「
む

ら
カ

フ
ェ

」
事

業
に

取
り

組
ん

だ
。

⑥
読

み
聞

か
せ

を
推

進
す

る
た

め
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

内
で

検
討

会
を

行
っ

た
。

⑦
各

公
民

館
図

書
室

で
新

刊
図

書
が

目
立

つ
よ

う
に

図
書

の
整

理
や

配
置

の
見

直
し

を
す

る
な

ど
、

読
書

環
境

改
善

を
行

っ
た

。
⑧

毎
月

、
図

書
だ

よ
り

の
発

行
･全

戸
配

布
、

各
公

民
館

講
座

に
お

す
す

め
の

図
書

案
内

を
作

成
し

、
読

書
運

動
の

推
進

を
図

っ
た

。

Ｂ
維

持

『
香

美
町

子
ど

も
の

読
書

活
動

推
進

計
画

』
の

基
本

方
針

で
あ

る
”
乳

幼
児

期
か

ら
本

に
親

し
む

、
出

会
い

・
環

境
・
習

慣
づ

く
り

”
を

重
点

的
に

進
め

る
た

め
、

図
書

購
入

冊
数

を
増

や
す

と
と

も
に

、
読

み
聞

か
せ

会
の

案
内

や
乳

幼
児

健
診

で
の

保
護

者
へ

の
ブ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

配
付

等
を

行
い

、
図

書
室

の
利

用
啓

発
と

本
好

き
な

子
ど

も
の

育
成

を
図

っ
た

。
ま

た
、

「
町

じ
ゅ

う
図

書
館

」
推

進
の

た
め

、
移

動
図

書
館

車
に

よ
る

子
育

て
施

設
等

で
の

絵
本

の
貸

出
し

や
公

民
館

図
書

室
の

整
理

や
効

果
的

な
配

置
を

行
い

、
読

書
環

境
改

善
を

進
め

る
と

と
も

に
読

み
聞

か
せ

を
推

進
す

る
た

め
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
検

討
会

を
行

っ
た

。
今

後
も

毎
月

、
図

書
だ

よ
り

の
発

行
、

各
公

民
館

講
座

に
お

す
す

め
の

図
書

案
内

を
作

成
す

る
な

ど
、

図
書

購
入

冊
数

を
増

や
し

な
が

ら
情

報
発

信
、

新
た

な
事

業
に

取
り

組
み

、
学

校
、

家
庭

、
地

域
、

教
育

委
員

会
が

一
体

と
な

っ
て

読
書

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

環
境

づ
く
り

を
進

め
て

い
く
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

目
標

指
標

の
達

成
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

そ
ん

な
中

で
、

移
動

図
書

館
の

来
訪

は
町

民
に

と
っ

て
一

時
の

安
ら

ぎ
に

繋
が

っ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

ま
た

「
町

じ
ゅ

う
図

書
館

」
構

想
は

す
ば

ら
し

い
取

組
で

あ
り

、
町

民
あ

げ
て

の
取

組
と

な
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。

総
合

評
価

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的

9
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教
育

の
方

向
性

Ⅳ
　

生
涯

学
習

社
会

づ
く
り

の
推

進

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

総
合

評
価

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的

9
7
8

人
権

学
習

の
推

進
人

権
教

育
推

進
事

業

参
加

す
る

児
童

・
生

徒
の

自
尊

感
情

を
高

め
、

部
落

差
別

を
は

じ
め

と
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

人
権

に
か

か
わ

る
課

題
の

解
決

に
向

け
た

意
欲

と
、

差
別

に
負

け
な

い
実

践
力

を
培

う
学

習
活

動
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
参

加
す

る
児

童
・
生

徒
の

差
別

意
識

の
払

拭
を

図
る

た
め

仲
間

づ
く

り
や

人
間

関
係

の
醸

成
を

基
底

と
す

る
交

流
学

習
を

推
進

す
る

。

杉
の

子
学

級
：

週
1
回

、
年

間
平

均
1
4
回

地
域

講
師

の
指

導
・
・
・
6
回

、
講

師
6
人

学
年

毎
　

1
・
2
年

生
1
2
回

・
・
・
１

回
平

均
1
9
人

、
年

間
延

2
2
8
人

参
加

  
  
  
 　

　
  
3
・
4
年

生
1
6
回

・
・
・
１

回
平

均
2
8
人

、
年

間
延

4
4
8
人

参
加

　
  
  
  
  
  
  
 　

5
年

生
1
5
回

・
・
・
１

回
平

均
1
5
人

、
年

間
延

3
7
5
人

参
加

  
  
  
 　

  
 　

  
 6

年
生

1
2
回

・
・
・
１

回
平

均
2
5
人

、
年

間
延

3
0
0
人

参
加

　
　

　
　

　
　

　
※

年
間

延
べ

1
3
5
1
人

参
加

あ
す

な
ろ

学
級

：
年

間
活

動
1
9
回

・
・
・
1
回

平
均

1
人

、
年

間
延

2
8
人

参
加

Ｂ
内

容
改

善

同
和

問
題

が
人

権
問

題
の

重
要

な
柱

で
あ

る
と

捉
え

、
学

校
教

職
員

・
外

部
講

師
等

の
熱

心
な

指
導

の
下

、
着

実
な

成
果

を
積

み
上

げ
て

い
る

。
毎

回
記

録
し

て
い

る
日

誌
や

閉
講

式
で

の
振

り
返

り
か

ら
、

心
の

成
長

と
学

び
の

成
果

を
実

感
で

き
た

。
一

定
の

成
果

を
上

げ
た

杉
の

子
学

級
・
あ

す
な

ろ
学

級
の

取
組

で
は

あ
る

が
、

参
加

人
数

の
減

少
に

よ
り

、
今

年
度

で
そ

の
役

割
を

終
え

る
。

今
後

は
対

象
と

す
る

児
童

・
生

徒
を

香
美

町
全

体
に

広
げ

、
今

日
的

課
題

と
な

っ
て

い
る

い
じ

め
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

人
権

侵
害

な
ど

多
種

多
様

な
人

権
問

題
に

つ
い

て
学

べ
る

新
た

な
取

組
を

行
う

。

人
権

学
習

進
展

の
一

翼
を

担
っ

て
き

た
「
杉

の
子

学
級

」
「
あ

す
な

ろ
学

級
」

が
参

加
人

数
の

減
少

に
よ

り
今

年
度

で
そ

の
役

割
を

終
え

る
こ

と
に

な
っ

た
。

長
年

に
わ

た
る

取
組

に
敬

意
を

表
し

た
い

。
ま

た
、

近
年

は
い

じ
め

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
人

権
侵

害
な

ど
の

広
が

り
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
児

童
生

徒
は

も
ち

ろ
ん

保
護

者
や

地
域

住
民

に
と

っ
て

も
研

修
機

会
の

充
実

を
図

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。

1
0

8
2

ス
ポ

ー
ツ

大
会

、
教

室
の

開
催

ス
ポ

ー
ツ

振
興

事
業

子
ど

も
た

ち
を

は
じ

め
多

く
の

町
民

が
「
継

続
で

き
る

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

参
加

」
を

目
標

に
、

心
身

両
面

に
わ

た
る

健
康

の
増

進
が

図
れ

る
よ

う
、

各
種

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
教

室
の

開
催

を
支

援
す

る
。

①
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
に

則
っ

た
下

記
記

載
事

業
を

含
む

各
種

事
業

の
実

施
②

小
学

生
ス

ポ
ー

ツ
教

室
1
2
教

室
 2

0
1
人

参
加

（
ｻ

ｲ
ｸ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ、

卓
球

、
空

手
、

ｿ
ﾌ
ﾄﾃ

ﾆ
ｽ

、
水

泳
、

柔
道

、
走

ろ
う

、
剣

道
、

香
住

海
洋

ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ、

ﾁ
ｬ
ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞ、

ｽ
ｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾁ
ｬ
ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞ、

ｼ
ﾞｭ

ﾆ
ｱ

陸
上

）
③

健
康

体
操

教
室

　
7
3
人

（
ﾉﾙ

ﾃ
ﾞｨ

ｯ
ｸ
ｳ

ｫ
ｰ

ｸ
、

親
子

体
操

、
水

中
ｳ

ｫ
ｰ

ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ）

④
1
0
/
4
但

馬
村

岡
ミ

ニ
ミ

ニ
駅

伝
（
中

止
）
　

1
0
/
1
8
香

美
町

駅
伝

大
会

（
中

止
）
　

1
1
/
1
香

美
町

剣
道

大
会

　
団

体
4
チ

ー
ム

個
人

1
8
人

　
 1

/
3
1
香

美
町

民
ス

キ
ー

大
会

（
中

止
）
　

2
/
1
4
香

美
町

小
学

生
交

流
卓

球
大

会
（
中

止
）

⑤
ノ

ル
デ

ィ
ッ

ク
ウ

ォ
ー

ク
の

講
習

会
開

催
、

ラ
ジ

オ
体

操
の

実
施 ⑥

香
美

町
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
の

開
催

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

。

Ｂ
維

持

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
教

室
や

体
験

会
に

つ
い

て
は

、
他

課
と

も
協

力
し

な
が

ら
内

容
等

協
議

を
行

い
事

業
実

施
を

行
っ

た
。

ま
た

、
参

加
者

の
ニ

ー
ズ

の
聞

き
取

り
を

行
い

、
当

該
年

度
に

お
い

て
柔

軟
に

対
応

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

実
績

に
つ

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

参
加

者
数

が
激

減
す

る
結

果
と

な
っ

た
。

今
後

は
、

現
在

実
施

し
て

い
る

事
業

を
継

続
し

な
が

ら
町

民
が

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
め

る
環

境
づ

く
り

や
健

康
増

進
を

図
る

た
め

の
意

識
向

上
を

図
る

。

コ
ロ

ナ
禍

と
は

い
え

、
住

民
の

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

意
欲

は
高

い
。

実
施

回
数

や
参

加
者

の
減

少
が

や
む

を
得

な
い

中
で

、
一

定
の

取
組

に
お

い
て

、
コ

ロ
ナ

対
策

を
適

切
に

図
り

つ
つ

、
事

業
を

推
進

し
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。

3
8



教
育

の
方

向
性

Ⅳ
　

生
涯

学
習

社
会

づ
く
り

の
推

進

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

総
合

評
価

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的

1
0

8
5

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
国

際
交

流
の

推
進

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
国

際
交

流
の

推
進

香
美

町
の

ス
ポ

ー
ツ

環
境

を
活

用
し

、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

の
開

催
を

契
機

と
し

た
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

や
、

ワ
ー

ル
ド

マ
ス

タ
ー

ズ
ゲ

ー
ム

ズ
2
0
2
1

関
西

（
W

M
G

）
の

実
施

に
伴

う
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
国

際
交

流
を

推
進

し
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
受

入
体

制
を

整
え

る
。

[ｵ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
]ｽ

ﾎ
ﾟｰ

ﾂ
能

力
が

大
き

く
向

上
す

る
中

学
生

を
対

象
に

一
流

の
心

技
体

を
観

戦
す

る
中

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ
で

世
界

を
目

指
す

夢
を

与
え

る
た

め
の

ﾂ
ｱ

ｰ
を

事
業

化
し

て
い

た
が

大
会

延
期

に
伴

い
中

止
と

な
る

。
ｽ

ﾎ
ﾟｰ

ﾂ
推

進
を

目
指

し
て

日
本

体
育

大
学

か
ら

講
師

を
招

き
講

演
会

､ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ
教

室
を

開
催

予
定

だ
っ

た
が

ｺ
ﾛ
ﾅ

の
影

響
で

中
止

と
な

る
。

[W
M

G
]委

員
会

開
催

(1
回

)､
受

入
体

制
整

備
(宿

5
7
軒

､W
i-

F
i9

8
%
､ｶ

ｰ
ﾄﾞ

決
済

8
2
%
､宿

泊
ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
掲

載
6
2
%
､英

語
散

策
ﾏ
ｯ
ﾌ
ﾟ

作
成

（
7
地

域
×

1
,0

0
0
枚

､ｸ
ｰ

ﾎ
ﾟﾝ

提
供

店
9
7
店

)､
観

光
体

験
ﾌ
ﾟ

ﾗ
ﾝ
の

擬
実

施
(英

語
に

よ
る

練
習

5
回

)､
ﾎ

ﾟｽ
ﾀ
ｰ

作
成

(1
,0

0
0

枚
)､

横
断

・
懸

垂
幕

の
設

置
､公

用
車

ﾏ
ｸ
ﾞﾈ

ｯ
ﾄｼ

ｰ
ﾄの

設
置

､ﾎ
ﾟ

ﾛ
ｼ
ｬ
ﾂ
斡

旋
（
1
9
2
着

）
､ｵ

ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ講

習
・
体

験
会

の
実

施
(9

回
､延

4
0
3
人

)､
ﾌ
ﾟﾚ

大
会

開
催

(1
1
/
1
4
､2

0
0
人

)､
H

P
英

語
･

日
本

語
の

公
開

Ｂ
維

持

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
を

受
け

､ｵ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
観

戦
ﾂ

ｱ
ｰ

､日
本

体
育

大
学

に
よ

る
講

習
会

､ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ

教
室

は
中

止
と

な
っ

た
が

､緊
急

事
態

宣
言

中
外

出
自

粛
時

の
運

動
不

足
を

考
慮

し
､室

内
で

実
施

可
能

な
体

幹
ﾄﾚ

ｰ
ﾆ

ﾝ
ｸ
ﾞ等

の
動

画
配

信
を

行
い

､継
続

し
た

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ

へ
の

関
心

向
上

を
図

っ
た

。
W

M
G

も
開

催
延

期
し

た
が

､外
国

人
の

受
入

体
制

整
備

を
進

め
､W

i-
F
i、

ｶ
ｰ

ﾄ
ﾞ決

済
整

備
の

実
施

率
の

向
上

､ﾈ
ｯ
ﾄｴ

ｰ
ｼ
ﾞｪ

ﾝ
ﾄへ

の
登

録
か

ら
宿

泊
ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
の

掲
載

へ
と

繋
げ

受
入

体
制

が
進

ん
だ

。
新

事
業

で
あ

っ
た

ｲ
ﾝ
ﾊ

ﾞｳ
ﾝ
ﾄﾞ

向
け

観
光

体
験

ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
（
1
泊

2
日

）
3
ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
は

英
語

に
よ

る
練

習
を

実
施

し
､宿

泊
施

設
の

自
信

に
繋

が
っ

た
。

ま
た

､香
美

町
に

宿
泊

す
る

外
国

人
選

手
に

向
け

､英
語

の
散

策
ﾏ

ｯ
ﾌ
ﾟを

7
地

域
で

作
成

し
､小

売
店

の
ｸ
ｰ

ﾎ
ﾟﾝ

を
掲

載
す

る
等

､選
手

が
滞

在
期

間
中

香
美

町
を

楽
し

め
る

準
備

が
整

っ
た

。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
延

期
に

よ
り

、
断

念
せ

ざ
る

を
得

な
い

事
業

も
あ

る
が

、
一

方
で

、
そ

の
取

組
の

過
程

に
お

い
て

W
i-

F
i

整
備

は
9
8
％

に
、

カ
ー

ド
決

済
の

導
入

は
8
2
％

に
至

る
な

ど
の

成
果

を
生

み
出

し
て

い
る

。
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
関

連
の

取
組

と
し

て
今

後
に

つ
な

が
る

も
の

と
評

価
で

き
る

。

8
7

文
化

活
動

の
推

進
・
支

援
文

化
ホ

ー
ル

事
業

町
民

を
対

象
に

身
近

な
ホ

ー
ル

で
上

質
の

芸
術

体
験

を
提

供
す

る
。

香
住

区
中

央
公

民
館

文
化

ホ
ー

ル
に

お
い

て
、

５
月

か
ら

３
月

に
か

け
７

回
音

楽
コ

ン
サ

ー
ト

、
講

演
会

な
ど

の
催

し
を

開
催

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
対

策
緊

急
事

態
宣

言
の

た
め

中
止

し
た

。
解

除
後

、
事

業
を

実
施

し
た

が
、

再
び

緊
急

事
態

宣
言

が
発

令
さ

れ
た

の
た

め
、

今
年

度
事

業
は

2
事

業
と

な
っ

た
。

1
1
/
1
5
　

い
っ

こ
く
堂

ｽ
ｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾞ　

　
2
1
5
人

1
2
/
1
2
　

県
民

芸
術

劇
場

　
8
4
人

B
維

持

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
を

受
け

、
十

分
に

事
業

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
が

、
昨

年
度

延
期

し
た

「
い

っ
こ

く
堂

ス
ー

パ
ー

ラ
イ

ブ
」
を

実
施

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
は

非
常

に
良

く
、

知
名

度
の

高
い

出
演

者
は

集
客

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
今

後
は

事
業

の
実

施
回

数
な

ど
も

考
慮

し
な

が
ら

、
選

定
し

て
い

く
こ

と
と

す
る

。

も
っ

と
も

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
を

受
け

た
事

業
の

一
つ

と
言

え
る

。
開

催
が

で
き

た
二

つ
の

事
業

に
お

け
る

満
足

度
は

高
く
、

参
加

し
た

住
民

は
一

時
で

は
あ

っ
て

も
、

喜
び

や
安

ら
ぎ

を
得

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。

8
9

文
化

財
の

保
護

と
活

用
文

化
財

保
護

事
業

町
内

の
文

化
財

の
調

査
・
保

護
・
活

用
を

進
め

る
と

と
も

に
、

町
民

の
文

化
財

に
関

す
る

関
心

を
高

め
、

地
域

に
愛

着
を

持
つ

人
々

の
育

成
を

通
し

て
、

ま
ち

づ
く

り
に

寄
与

す
る

。

①
県

指
定

八
幡

山
古

墳
群

、
文

堂
古

墳
、

三
之

谷
2
号

墳
の

環
境

整
備

、
銚

子
ヶ

谷
カ

キ
ツ

バ
タ

群
落

獣
害

防
止

網
の

設
置

（
5

～
1
1
月

）
②

香
美

町
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

協
議

会
の

開
催

、
認

定
、

印
刷

③
指

定
文

化
財

整
備

事
業

補
助

（
黒

野
神

社
本

殿
防

災
施

設
整

備
事

業
）

④
歴

史
講

座
等

の
講

師
依

頼
対

応
（
1
4
回

、
対

象
人

数
延

3
3
3

人
）

B
拡

大

令
和

２
年

１
２

月
８

日
に

香
美

町
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

が
文

化
庁

の
認

定
を

受
け

、
計

画
書

を
印

刷
し

周
知

広
報

に
つ

と
め

た
。

黒
野

神
社

本
殿

の
防

災
施

設
が

未
整

備
で

あ
っ

た
た

め
、

県
補

助
と

と
と

も
に

町
補

助
を

お
こ

な
っ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
は

あ
っ

た
が

、
住

民
の

学
習

意
欲

は
高

く
、

講
座

を
１

４
回

開
催

し
、

の
べ

３
３

３
人

に
歴

史
講

座
を

お
こ

な
っ

た
。

県
や

町
の

指
定

文
化

財
の

環
境

整
備

を
計

画
ど

お
り

に
推

進
す

る
と

と
も

に
、

適
切

な
コ

ロ
ナ

対
策

を
実

施
し

て
の

啓
発

講
座

の
開

催
や

文
化

財
に

関
す

る
冊

子
の

作
成

な
ど

、
例

年
通

り
に

実
施

で
き

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

1
1

3
9



教
育

の
方

向
性

Ⅴ
　

ふ
る

さ
と

教
育

の
推

進

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

1
2

9
1

土
曜

チ
ャ

レ
ン

ジ
学

習
事

業
の

推
進

土
曜

チ
ャ

レ
ン

ジ
学

習
事

業

地
域

の
多

様
な

経
験

や
技

能
を

持
つ

人
材

、
企

業
等

の
協

力
に

よ
り

、
土

曜
日

に
体

系
的

・
継

続
的

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
計

画
・
実

施
す

る
取

組
を

支
援

す
る

。
教

育
支

援
体

制
の

構
築

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
子

ど
も

た
ち

に
と

っ
て

よ
り

豊
か

で
有

意
義

な
土

曜
日

を
実

現
す

る
。

[香
住

区
]…

活
動

日
数

：
1
2
日

（
土

曜
日

5
回

、
日

曜
日

6
回

、
長

期
休

業
1
回

）
※

計
画

後
中

止
も

含
む

。
対

象
者

：
延

べ
参

加
人

数
2
7
9
人

／
年

、
平

均
3
0
.4

人
／

日
（
内

訳
）

①
学

校
別

：
香

住
小

2
4
4
人

、
佐

津
小

7
人

、
柴

山
小

9
人

、
長

井
小

1
4
人

②
学

年
別

：
1
年

8
6
人

、
2
年

7
1
人

、
3
年

6
2
人

、
4
年

3
9
人

、
5
年

9
人

、
6
年

7
人

）
、

ス
タ

ッ
フ

：
延

べ
参

加
人

数
8
1
人

／
年

、
平

均
9
人

／
日

、
※

第
9
回

～
第

1
1
回

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
防

止
の

た
め

開
催

中
止

。

[村
岡

区
]…

活
動

日
数

：
1
0
日

（
土

曜
日

8
回

、
長

期
休

業
2
回

）
※

計
画

後
中

止
も

含
む

。
対

象
者

：
延

べ
参

加
人

数
1
0
7
人

／
年

、
平

均
1
5
.3

人
／

日
（
内

訳
）

①
学

校
別

：
村

岡
小

5
4
人

、
兎

塚
小

1
2
人

、
射

添
小

3
9
人

、
小

代
小

2
人

②
学

年
別

：
1
年

4
0
人

、
2
年

2
4
人

、
3
年

1
8
人

、
4
年

1
7
人

、
5
年

0
人

、
6
年

8
人

）
、

ス
タ

ッ
フ

：
延

べ
参

加
人

数
9
8
人

／
年

、
平

均
1
4
人

／
日

、
※

第
1
回

、
第

9
回

、
第

1
0
回

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
防

止
の

た
め

開
催

中
止

。

Ａ
維

持

県
立

高
等

学
校

の
生

徒
、

教
育

活
動

推
進

員
等

地
域

の
人

が
連

携
し

、
海

や
山

の
豊

か
な

地
域

資
源

を
教

材
に

し
て

子
ど

も
た

ち
に

地
域

の
価

値
を

見
い

出
さ

せ
る

学
習

を
行

っ
た

。
ま

た
、

小
学

生
は

校
外

で
の

体
験

活
動

を
通

じ
て

交
流

し
、

普
段

と
は

異
な

る
集

団
の

中
で

、
自

主
性

・
主

体
性

を
高

め
る

活
動

を
し

た
。

冬
の

自
然

を
舞

台
に

し
て

貴
重

な
体

験
と

な
る

冬
の

ス
ノ

ー
シ

ュ
ー

体
験

（
香

住
区

と
村

岡
・
小

代
区

合
同

）
な

ど
は

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
、

中
止

と
な

っ
た

。

「
土

曜
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
の

名
の

通
り

、
児

童
が

地
域

住
民

や
社

会
教

育
施

設
職

員
や

、
身

近
な

お
兄

さ
ん

お
姉

さ
ん

に
あ

た
る

高
校

生
ら

の
指

導
・
支

援
を

得
て

、
学

校
や

家
庭

で
は

体
験

し
に

く
い

活
動

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

も
の

で
あ

り
、

あ
わ

せ
て

郷
土

の
良

さ
を

学
ぶ

貴
重

な
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
は

あ
る

が
、

ほ
ぼ

目
標

ど
お

り
の

回
数

・
参

加
者

を
得

た
こ

と
は

、
高

く
評

価
で

き
る

。

1
3

9
3

｢ふ
る

さ
と

教
育

交
流

会
」
の

開
催

ふ
る

さ
と

教
育

推
進

事
業

ふ
る

さ
と

に
愛

着
を

持
つ

青
少

年
の

育
成

を
目

指
し

、
地

域
住

民
の

参
画

と
協

働
に

よ
る

ふ
る

さ
と

教
育

の
支

援
体

制
の

強
化

を
図

る
。

香
美

町
ふ

る
さ

と
教

育
交

流
会

を
１

１
月

８
日

（
日

）
に

香
住

第
二

中
学

校
で

開
催

予
定

だ
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

に
よ

り
中

止
。

ふ
る

さ
と

教
育

推
進

委
員

会
を

年
２

回
開

催
。

ふ
る

さ
と

語
り

部
講

座
を

年
５

回
開

催
。

各
地

区
公

民
館

で
ふ

る
さ

と
お

も
し

ろ
塾

を
開

催
。

ふ
る

さ
と

も
の

し
り

博
士

研
修

会
を

１
１

月
２

０
日

に
福

崎
町

、
た

つ
の

市
で

開
催

し
１

２
名

が
参

加
し

、
ガ

イ
ド

技
術

の
向

上
を

図
っ

た
。

ふ
る

さ
と

教
育

取
組

展
示

を
１

１
月

～
１

２
月

に
開

催
予

定
し

て
い

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

に
よ

り
中

止
。

Ｂ
維

持

ふ
る

さ
と

教
育

の
取

り
組

み
事

例
を

実
践

発
表

す
る

「
ふ

る
さ

と
教

育
交

流
会

」
及

び
ふ

る
さ

と
教

育
の

取
り

組
み

事
例

を
パ

ネ
ル

で
紹

介
す

る
「
ふ

る
さ

と
教

育
取

組
展

(巡
回

展
示

）
」
は

、
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

に
よ

り
中

止
と

な
っ

た
。

地
区

公
民

館
で

は
、

ふ
る

さ
と

お
も

し
ろ

塾
を

行
い

、
ふ

る
さ

と
を

学
ぶ

学
習

や
、

山
や

川
で

の
自

然
体

験
を

通
し

て
、

子
ど

も
た

ち
に

ふ
る

さ
と

の
良

さ
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

ふ
る

さ
と

も
の

し
り

博
士

部
会

で
は

研
修

会
や

相
互

の
情

報
交

換
を

行
い

、
ふ

る
さ

と
ガ

イ
ド

と
し

て
の

資
質

向
上

を
図

っ
た

。
今

後
は

各
学

校
等

で
の

ふ
る

さ
と

学
習

に
ふ

る
さ

と
も

の
し

り
博

士
を

さ
ら

に
活

用
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

周
知

を
図

る
。

コ
ロ

ナ
禍

で
は

あ
っ

た
が

、
ふ

る
さ

と
語

り
部

講
座

、
ふ

る
さ

と
お

も
し

ろ
塾

を
開

催
す

る
と

と
も

に
ふ

る
さ

と
も

の
知

り
博

士
研

修
を

実
施

す
る

な
ど

、
コ

ロ
ナ

対
策

を
図

り
な

が
ら

、
可

能
な

範
囲

で
の

実
施

に
努

め
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的
総

合
評

価

4
0
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Ⅳ 外部評価 

 

はじめに 

 

令和３年度の点検評価においては、前年度と同様、香美町教育委員会事務事

業点検・評価調書、その他の関係資料の閲覧や各課からのヒアリング等を通し

て、香美町教育委員会の事務の管理及び執行の状況についての自己点検評価の

適切さについて検証を行った。 

評価委員は、学識経験者１名、保護者代表２名の計３名で行い、その合議の

もと、以下の評価をまとめた。 

また、外部評価委員会において、２５事業について、担当各課から分かりや

すい評価資料の呈示と説明を受け、委員の質問や疑問に対して誠実・丁寧な対

応をいただいたことを付記する。 

 

１ 総合評価 

⑴ 総評 

   令和２年度における「香美町教育振興基本計画に基づく自己点検評価」は前年度

に引き続き、全般にわたって「適切」また一部において「概ね適切」であり、各事

業の今後の方向性についての評価・判断も「適切」また一部において「概ね適切」

と考える。 

また、その結果、事務の執行や事業の実施等が、適切に行われているものと認め

られる。 

なお、判定・方向性について個別に検証した２５事業においては、 

  【判定】 Ａ   ４（１１） 【方向性】  拡大     ４（ ５） 

       Ｂ  １９（１７）       維持    １９（２２） 

       Ｃ   ２（ １）       内容改善     ２（ ２） 

       Ｄ   ０（ ０）       縮小・廃止  ０（ ０） 

（ ）内は昨年度２９事業における数値
 

となっている。 

 今年度については、結果としてＡ判定が減少することとなったが、担当者それ

ぞれのコロナ禍による影響をどう解釈するかによって判定が揺れたということが

考えられる。その結果、多くの事業について前年度との比較も加味してやや厳しく

判定することとなったと思われ、その姿勢は評価できる。 

それぞれの自己評価においては、評価対象の４事業が判定Ａ（１６．０％）、１

９事業がＢ（７６．０％）であり、その評価も適切であると認められる。判定Ｃが

２（８．０％）、Ｄ評価はゼロであり、全体として高く評価できる。 

    判定がＣであった「学力向上ステップアップ授業」と「ふるさと食材調理実習教

室」は、それぞれにコロナ禍で計画通りに進捗しにくかった取組である。次年度は、

コロナ禍の動向を見極めつつ、より充実した取組を期待したい。 
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⑵ 評価の方法 

① 評価基準・判定について 

４段階「よくできている・できている・あまりできていない・できていない」

に設定され、中間的規準を除いたことで曖昧さを排除できるものとなっており、

適切である。 

 

② 方向性について 

「拡大」について、前年度に続く「小・中学校コンピュータ事業」においては、

まさにGIGA スクールの進展に不可欠であり、以後も充実が求められる事業と言

える。 

その他、コロナ禍の中で取組に制約があった「ふるさと給食の推進事業」「病

児保育事業」についても、この経験の事業における影響等の検証を進め、今後に

活かしていただきたい。 

また、「文化財保護事業」について、史跡・遺跡の保存等、未来につなぐため

の取組が求められる。昨年度に文化庁から認定を受けた「香美町文化財保存活用

地域計画」に基づいた取組が期待される。  

「内容改善」については、内容改善が必要とされた「外国青年招致事業」「人

権教育推進事業」は、それぞれにコロナ禍で計画通りに進捗しにくかった取組で

あり、次年度に向けて、この経験を活かした取組を期待したい。 

 

③ 評価指標について 

事務事業点検・評価調書において、事業毎に評価指標が設定され、達成度・到

達度の判断についての根拠を明確にしていることは適切である。 

また、評価指標について適宜、検証・改訂を進めていただいてきたが、経年調

査の上で必要な項目についても、教育振興基本計画の５年間にわたって目標を達

成している項目については、次期の教育振興基本計画の策定を機会に、達成評価

から内容評価へ移行するなど、引き続き検証をお願いしたい。 

 

２ 重点施策の取組状況について 

全体として、後期の教育振興基本計画に則り、その進捗状況は順調で所期の目的

を達成しつつあり、評価できる。 

なお、令和３年度は、これまでの成果を検証し、新学習指導要領の主旨をふまえ

た次期教育振興基本計画の改訂についての方向性を探ることが求められる。 

平成２８年度策定の「香美町教育振興基本計画」は、香美町総合計画の実現にあ

わせ「まちの将来像」はもとより、香美町の自然環境や産業などを学校教育に関係

づけ、他に見られない特色ある香美町の教育が展開されてきたことは高く評価でき

る。 

また、学校教育から生涯学習、地域づくりまで多彩な事業が展開され、かつ、そ

れらの事業が適切に企画・運営がなされていることを高く評価したい。 
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以下、「香美町教育の重点施策」の各項目について述べる。 

⑴ 香美町ならではの教育の挑戦 

① 香美町ならではの「魅力ある学校園所づくり」の推進 

ア 新しい学習指導要領等がめざす教育・保育の実現 

令和２年度から、小学校において、今次の学習指導要領による教育活動が実

施されることとなったが、年度当初からコロナ禍による休校にともない、その

後の小学校における教育活動の展開が、様々な制約を受けることとなった。と

はいえ、香美町では、昨年度までに教育委員会はもとより各校園においても継

続的に研修、研究を重ね、円滑な実施に備えてきたことから、国や県の動きに

適切に対応しつつ、小学校における教育活動が効果的に取り組まれてきた。ま

た、幼稚園、中学校においても同様にコロナ禍の影響に対応すべく学校園をあ

げて尽力いただいたことは高く評価できる。 

元来、新学習指導要領の示す方向は、香美町が従来から取り組んできた「香

美町ならではの教育」の取組に重なるところが多く、さらなる進捗が待たれる

ところである。 

令和３年度における次期の「教育振興基本計画」の策定においては「地域総

がかりの教育」の推進を図る「学校間スーパー連携チャレンジプラン」とその

ベースとなる「学力向上ステップアップ授業」「就学前わくわく交流会」とい

う組み立ての成果と課題を検証し、さらに「香美町ならではの教育」の一層の

具現化を図っていただきたい。 

 

イ 香美町ならではの教育・保育の充実 

「確かな学力」の育成に向けての「香美町ならではの教育」の一つが、少人

数であることのメリットを生かした保・幼・小・中学校のきめ細やかな連携に

あり、校種間のギャップの解消と学びの一貫化が図られており、引き続きその

効果が期待される。 

  また、就学前からの保護者への「ほめる」「認める」指導についての啓蒙啓

発は、指導する教員の意識をも深めることとなり、就学後の「いじめ」や「不

登校」の解消の基盤を形成する取組と言え、引き続き、充実をお願いしたい。 

 

② 地域をあげた人づくりの推進 

ア たくましく生きる力の土台づくりとなる「３つの町民運動」の展開 

子ども達の社会関係の構築と一人一人の健全な成長を育もうという「３つの

町民運動」も「香美町ならでは」の取組である。学校、家庭、地域で住民こぞ

って「読書、あいさつ、体力づくり」に取り組むことで、地域住民の地域活動

への参画や自身の生涯学習への参加を促すことが期待できる。 

また、読書活動については、近年、兵庫県下の各市町においても積極な取組

を進めている。香美町においても「町じゅう図書館」など、その取組を県下に

広く発信するとともに他市町の連携等も視野にいれた取組についても検討いた

だきたい。なお、読書活動は生涯学習の基盤となるとともに「地域の文化の指



44 

 

標」になるとも言われる。引き続き、蔵書と移動図書館の充実と学校図書館と

の積極的な連携を期待したい。 

 

イ ふるさと教育の推進 

「香美町ならでは」のふるさと教育は、ふるさと教育推進委員会、ふるさと

教育交流会実行委員会、ふるさと教育交流会と、一過性の行事や活動にとどま

らず、多面的・組織的に取り組まれていることに象徴されている。また、学校

園では地域の人材を活用したふるさとものしり博士が活躍し、公民館では「ふ

るさとおもしろ塾」や「土曜チャレンジ学習」「語り部講座」など、様々な学習

機会が提供されている。 

 これらの取組は、大人達の生涯学習の場であるとともに「ふるさと再認識」

の貴重な機会ともなっている。また、地域の世代間交流の機会であり、さらな

る充実が望まれる。 

 

③ 教育・保育における子育て支援の推進 

ア 幼児期における教育・保育の充実 

香美町では、従来から保・幼・小・中・高が連携し合う「一貫化教育」を図

ってきた。 

加えて、令和２年度は、元年度に策定された「幼児期から児童期へのアプロ

ーチカリキュラム」を、すべての園・小学校で活用が始められ、その成果が浸

透していることは高く評価できる。引き続き、実践・研究に務め、さらにグレ

ードアップすることを期待したい。 

また、教職員の間で、従来からの「指導」や「支援」に重ねて「ほめる」「認

める」ことが意識化されていることは、必然的に幼児の成長を促すこととなり、

高く評価したい。 

 

イ 子育て支援の充実 

前年度末に策定された「香美町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、「安

心して子育て・子育ちができる町」に向けた子育て支援が、順調に進捗してお

り、その成果が待たれるところである。 

また、病児保育事業についても、対象年齢を小学校６年生まで拡大したこと

は、働く家庭にとって貴重な支援となっており、評価できる。 

 

④  地域を元気にし、絆をつくる生涯学習・生涯スポーツ活動の推進 

地域住民の生涯学習の場であるとともに地域づくりの拠点とも言える公民館

において、その事業展開にあたって、コロナ禍は様々な制約をもたらした。その

ような状況の中で、適切なコロナウィルス感染症対策を進めつつ、可能な限り事

業実施に努めたことは高く評価できる。 

また、コロナ禍の経験を活かし、Webによる講座の展開なども含め、新しい時

代に対応したプログラムの作成など、引き続き生涯スポーツ活動や文化芸術活動
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の一層の活性化を図っていただきたい。 

   

３ 教育振興基本計画の取組状況について 

⑴ 子どもたちの「生きる力」の育成 

① 「確かな学力」の確立 

ア 新学習指導要領等の全面実施に向けた着実な取組の実施 

今次の学習指導要領は大きな「教育の質」の転換が示されていると言えるが、

その考え方は「香美町ならでは」の教育の基盤に重なっている｡教職員はその

ことを認識し、香美町教育の一層の充実を図っていただきたい。 

令和2年度は､小学校における新学習指導要領の全面実施となった。コロナ

禍の影響はあるものの、その対応を進めつつ、今までの研修と試行実践の成果

を十分に発揮し、円滑な進捗がなされていることは高く評価できる。 

中学校においても同様に令和３年度の全面実施に備えていただきたい。 

 

イ 教科等学習における基礎・基本の徹底 

学習指導要領における教育観の変遷はあるにしても、児童生徒にとって「基

礎・基本の定着」と「個に応じた指導」が教育の基盤にあることは論を待たな

い。香美町においては、「基礎・基本の定着」を図るため、授業時間の確保、「漢

字の読み書き」「計算」「朝の１０分間読書」など朝学習等の特設タイム、家庭

との連携による「家庭学習のきまり」の活用など、様々な取組を推進してきた。 

その基盤に立って、今次の学習指導要領の眼目の一つである「思考力・判断

力・表現力」についての実態調査を行い、その結果を踏まえながら「記録」「要

約」「証明」「論述」等の言語活動についての指導の充実を図ったことは評価で

きる。 

また、読書の場としてだけではなく、「調べ学習」のための情報センターと

しての学校図書館の活用や、あらゆる教育活動との関連で言語環境の整備を進

めており、その成果が待たれる。     

なお、学校間スーパー連携チャレンジプラン「学力向上ステップアップ授業」

においては、まさにコロナ禍の影響を大きく受けることとなったが、９月から

の再開においては、コロナ対策に留意しつつ、可能な範囲とはいえ、様々な工

夫のもとで取り組めたことは評価できる。 

 

ウ 「個に応じたきめ細やかな指導」の充実 

小規模学校には教職員と児童生徒及び児童生徒相互の「個」に応じた関係が

形成されやすいというメリットがあり、香美町ではそういう教員と生徒の密な

関係を生かした細やかで質の高い教育活動がなされている。ただ、限られた人

間関係の中で、主体性が発揮しにくい、というデメリットもあり、あわせて「ほ

める」「認める」教育活動を充実させることで児童生徒の自尊感情とともに主

体性を育むことが図られており、平素から「主体的な学び」「対話的な学び」「深

い学び」につなげようとしている取組は高く評価できる。その成果に期待した
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い。 

また、学びにおける「集団」と「個」の関係性については、香美町独自の学

校間連携チャレンジプランや幼稚園から中学校への一貫化の推進とその接続の

間の様々な取組によって、深化が図られている。少人数、多人数、それぞれの

メリット、デメリットを、どう総合的な評価と関連づけるかが、今後の課題と

も言えよう。 

 

エ 特別支援教育及び特別支援教育の視点を生かした教育の充実 

「特別な支援」の理解が深まるとともにその範囲が大きく拡がり、インクル

ーシブ教育の展開もあわせて、教職員の教育活動における深い理解と洞察が求

められている。 

香美町においては、教職員の研修機会の充実とともに、特別支援教育コーデ

ィネーターを中心に、学級担任や学校生活支援教員、スクールアシスタント、

スクールカウンセラー等との連携により、個別の支援計画や指導計画を策定さ

れ、個に応じた支援が行われていることは高く評価できる。 

また、校内だけではなく、校種を越えての連携や、外部の専門機関でもある

県立出石特別支援学校みかた校との連携も、課題解決や対処法について支援・

協力を得る貴重な機会と言えよう。 

児童生徒の特別支援の内容は、児童生徒それぞれに違う。また、その支援に

あたっては保護者との連携が不可欠と言える。 

支援の推進にあたっては、個々の状況に応じて、福祉関連部局との連携・協

働を進めるとともに支援事例の共有を図るなど、さらなる支援体制の充実に期

待したい。 

 

オ グローバル化に対応した教育の充実 

いよいよ小学校３・４年の外国語（英語）活動、５・６年生の外国語科「英

語」の授業が始まった。コロナ禍により授業計画がずれ込むことになったが、

新学習指導要領への移行期間中も全面実施後と同じ授業実施数で実施するなど

いち早く児童の学習活動に組み込まれたこともあり、円滑な導入がなされたこ

とに敬意を表したい。 

また、小学６年生の希望者を対象にした「小学生英語力スキルアップ事業」、

中学校３年生の希望者を対象とした「中学校学力向上スキルアップ事業」がコ

ロナ禍により実施できなかったことは残念ではあるが、新規事業として町内中

学校の全生徒を対象にした「英語能力判定テスト」が実施されたことは、生徒

自身が自らの力を振り返ることができると共に、教員にとっても個々の生徒の

力を把握する貴重な機会となった点からも高く評価できる。 

 児童生徒にとって、国際理解は同時に、生徒個々の日本の歴史・文化に対す

る理解と生まれ育った町の歴史や文化に対する誇りと愛着が不可欠である。小

学校社会科副読本『私たちのまち香美町』の一層の活用を期待したい。 
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カ 夢の実現に向けて自らの将来を切り拓く態度や能力を培うキャリア教育の推進 

キャリア教育の推進には、まず児童生徒の自己理解が必要である。香美町に

おいては、小中一貫化の柱の一つにキャリア教育を据え、小中を通した「キャ

リアノート」を活用し、児童生徒が継続的にキャリアについて考え理解する機

会を多く設定している。 

 また、児童生徒のキャリア開発には家庭の理解と支援が必要であることから、

ガイダンス等を通して学校と保護者が一体となって児童生徒のキャリア形成を

図っていることも、高く評価できる。 

 もう一つの視点として、「教育総合会議」などの機会に、児童生徒の「ふる

さとで生きたい」という希望を叶えるために、経済振興施策や地場産業の活性

化施策などキャリア教育との関連について協議いただくことも考えられよう。 

 

② 「豊かな心づくり」の推進 

地域住民相互の「絆」が失われつつある社会にあって、香美町においては、

まだまだ地域住民間の関係は濃密な面があり、学校園と地域あげての「３つの

町民運動」が取り組まれていることはありがたいことである。 

学校においてはすべての教育活動を通して行われる道徳教育、地域にあって

は同和問題をはじめとする様々な人権課題についての実践交流、「体験的なふ

るさと教育」等、それぞれの連携･協働の中で、児童生徒はもとより地域住民

の「豊かな心づくり」が推進されている。 

また、地域の人・自然・文化を活用するための「ふるさと教育全体計画」と

「年間指導計画」の策定は、地域の良さや価値の認識を基盤とする「豊かな心」

を育むための重要な計画と言える。効果的な活用をお願いしたい。 

 

③ 「健やかな体づくり」の推進 

「健やかな体」は、家庭はもちろん学校園における健全な成長の基盤をなす

ものである。 

今年度は、「全国体育・運動能力、運動習慣等調査」はコロナ禍のために中

止となったが、これまでの蓄積と日頃の観察等による分析により、個々の児童

生徒に効果的・具体的な指導がなされていることは評価できる。 

 香美町における３つの町民運動の一つである「体力づくり」の一環として但

馬ならではの雪合戦や卓球・駅伝大会の実施に向けてＰＲ活動等に取り組んだ

が、コロナ禍で中止となった。しかし、この取組は次年度の大会に向けての啓

蒙となり、推進活動となったと思われる。 

また、香美町名物とも言える「日本一のふるさと給食」や「ふるさと魚料理

実習」は食育における郷土学習の貴重な機会となっている。 

共に「香美町ならではの教育」の一環にあり、ユニークな取組で評価できる。

協力いただいている地域関係者の支援に感謝したい。 
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④ 幼児期の教育の充実 

ア 幼児期での「学びの芽生え」の確立 

幼児期における教育は人格形成の基盤をつくるとともに「香美町ならではの

教育」のスタートにあたる重要な時期でもある。 

 平成３０年度から実施されている新幼稚園教育要領、新保育所・保育方針を

踏まえた保育・教育活動が展開されていることは、高く評価できる。 

 引き続き、子ども一人一人を大切にし、それぞれの「成長」「変化」等を的

確に捉え、「ほめる」「認める」指導の徹底を図っていただきたい。 

 また、家庭はもちろん幼稚園や保育所で獲得する基本的な生活習慣は、小学

校入学以降の「後伸び」「後育ち」を促す、また「自立心や人とかかわる力」

などの「幼児期の終わりまでに育まれた資質・能力」がその後の成長を支える

とも言われる。 

 そういったねらいを明確にし、遊びや体験の適切に配置していることは適切

であり、引き続き充実に努めていただきたい。  

 

イ 学校間スーパー連携チャレンジプラン「就学前わくわく交流会」の推進 

少人数のメリットを生かして、保育所、認定こども園、幼稚園がそれぞれの

役割を果たしている。また、平素の活動では形成しにくい集団的な活動につい

ては、「交流会」を通して人間関係の幅を広げ、新しい出会いを促すことで、

人間関係力、コミュニケーション能力の育成を図るとともに小学校入学へのギ

ャップの解消にも効果をあげているものと評価できる。 

 

⑵ 安全・安心の学校づくりの推進と教育環境の充実 

① 安全・安心な学習環境の整備 

近年、異常気象等の影響もあって、自然災害の規模が大きくなり、その被害

も甚大である。教育委員会や学校園においては、従来にも増して安全・安心確

保のための対策・対応が求められている。 

 学校園にあっては、年度毎に災害時の避難所計画や各種の災害マニュアルの

点検・評価を行っており評価できる。一方で、学校園の立地条件によって被害

の形態は異なる。それぞれの学校園の実態に応じた実際的なマニュアルの策定

をお願いしたい。 

 平素の生活においても、児童生徒の登下校から学校での教育活動、生活する

校舎等の施設の状況、活用する設備・機器の点検・補修等、大規模なものから

小規模なものまで、計画的に取り組まれ、円滑に進捗していることは、高く評

価できる。 

 また、給食における安全安心は、食材や食器・調理器具の安全安心の確保に

よる食中毒への対応はもちろん、個々の生徒のアレルギーに対する配慮が不可

欠となっている。引き続き、定期的な点検などの機会はもちろん、平素からの

教職員の危機管理意識の醸成を図っていただきたい。 
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② 学校の「組織力・教育力」の向上 

各学校園において比較的教職員の数も少ないことから、組織として教育目標

の共有がしやすく、自ずと管理職、教職員が一丸となって学校を運営するとい

う大きなメリットがあるが、一方で、個々の教員が多くの分掌を分担するとい

う事務の錯綜が見られ、またそのことは多忙に繋がりやすい。 

管理職にあっては、定時退勤やノー部活デーの完全実施を推進しつつ個々の

教職員については、その経験や資質等を踏まえながら、学校間スーパー連携チ

ャレンジプランという、各学校園の連携による組織的教育活動を通して、教職

員の組織運営、校務運営に参画する能力の育成を図っていただきたい。 

 なお、香美町では、「学校版教育環境会議」という、学校の教育活動の全体

について説明し、学校の取組等についての理解をたずねるアンケートを実施し

ている。その結果は、学校の「組織力・教育力」について検証する貴重な機会

ともなることから、研修会等において効果的な活用に努めていただきたい。 

また、「いじめ」や「不登校」においては、教職員は、平素からカウンセリン

グマインドを持って児童生徒と向かい合い、児童生徒の心の理解に努めるとと

もに、引き続き他の教職員はもとよりスクールカウンセラーやスクールソーシ

ャルワーカー等によるフォローアップという組織力を活かし、より適切な指

導・対応を図っていただきたい。 

 

⑶ 学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上 

① 家庭の教育力向上 

一般的に、行政や学校が各家庭に直接関わることは難しい時代にあって、香

美町では「親学習（親業）」と銘打って、ＰＴＡ活動や保護者会を通して保護

者や子育て経験者との交流を図っていることは、ユニークな取組であり、評価

できる。あわせて、子育て支援センターにおける子育て中の保護者の交流活動

も、「親学習（親業）」の一環に位置づけることができ、共にその成果を期待し

たい。 

 また、放課後児童クラブや延長保育、また一時保育事業や小学校６年生まで

対象を広げた病児保育室「ひまわり」の対応など、一層の充実が図られている

ことは、高く評価できる。引き続き保護者のニーズへの丁寧な対応をお願いし

たい。 

 

② 地域の教育力向上 

地域は「学校間スーパー連携チャレンジプラン」の推進を支える存在とも言

える。香美町では、平素からの地域住民の学校園への思いは厚く、様々な学校

支援が行われており、ありがたいことである。 

また具体的には、「子ども見守り隊」「読み聞かせボランティア」「ふるさと

教育応援団」「ふるさとものしり博士」など、地域住民による学校支援活動が

多くなされており、日々の生活の中で地域住民とふれあう貴重な機会となって

いる。 
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⑷ 生涯学習社会づくりの推進 

① 生涯学習の充実 

生涯学習の進展にあたって、社会教育施設の役割は大きい。乳幼児から高齢

者まで、それぞれのライフステージにおける貴重な学びの場であり、地域の活

性化の拠点ともいえる。そんな中で、香美町では、地域の担い手づくり、講座

や活動にあたっては参加者の自主的・主体的な参画を促す形態を取っているこ

とは、高く評価できる。 

また、長い歴史を持つ視覚障害者の学びの場である「青い鳥学級」において

も、地域住民が多くのボランティア活動に参加していることも心強い。生涯学

習の場であるとともに、貴重な交流の機会でもあり、引き続き充実をお願いし

たい。 

読書活動は、だれでも参加できる生涯学習の大きな機会である。 

香美町にあっては「町じゅう図書館」活動を町づくりの一つの核として取り組

んでいることは高く評価できる。 

また、購入費の増額により蔵書の充実を推進するとともに、移動図書館の各

地区巡回や保育所等への訪問を行ったり、中央公民館図書室との連携により図

書の配置換えを行ったりするなど、蔵書の町内循環を図る取組も効果的で有意

義な取組である。 

併せて、乳幼児期からの読書の重要性に鑑み、読み聞かせ等に加えて「おす

すめの本一覧」を作成するなど、保護者の支援をはかっていることも有効な取

組と言えよう。 

現代社会において青少年の成育環境は決して恵まれているとは言えず、青少

年を取り巻くスマホやインターネットなどのＩＴ環境は、その効果とは逆に、

解決の難しい現代的課題ともいえる。 

また、本来、安全であるはずの家庭にあっては児童虐待やニグレクトなどが

社会問題化している。 

 そんな現状にあって、香美町では地域の育成団体と連携し、住民運動への展

開を図っていることは評価でき、「地域の子どもは地域で育てる」という意識が

根付いていることは「香美町ならではの教育」の一端と言える。 

人権教育の推進にあたっては、香美町では、人権教育研究協議会と連携し、

同和教育を人権問題の柱と捉え、多くの教員や外部講師が熱心に取り組み、様々

な人権問題の理解と解決のための実践力につながる学習機会を提供しているこ

とは評価できる。 

 

② スポーツの振興 

スポーツは、町づくり、生涯学習、青少年の健全育成、住民交流等それぞれに

貴重な役割を果たしている。 

 今年度は、コロナ禍により多くのスポーツ・体育行事が計画通りに実施できな

いことが多かったが、コロナ対策に努め、可能な範囲であれ工夫して実施を努め

たことは評価できる。 
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 一方、平成27年度に策定した「スポーツ推進計画」については見直し・改訂

にあたっては、コロナ禍対応等の経験も踏まえ、あらためて安全安心な状況につ

いての協議をお願いしたい。 

 東京オリンピック・パラリンピック関係事業については、コロナ禍による延期

にともない、所期の事業は多くが中止となったが、その取組の過程は、国際理解・

交流を深める貴重な機会となったと思われ、今後の一層の発展に寄与するものと

期待したい。 

 

③ 文化活動の振興と文化財の保存･活用 

地域の文化と文化財の継承はふるさと意識の醸成や郷土を誇りに思う心の育

成につながる。 

 コロナ禍により、いくつかの事業が中止となったのはやむを得ないが、劇団

道化座の「うんとこどっこいねずみ」の開演に際して、小学生を対象にワーク

ショップを実施したことは、演じた小学生にとっても鑑賞した地域住民にとっ

ても貴重な体験となったことは評価できる。今後も、住民参加型のプログラム

についても検討をお願いしたい。 

 また、コロナ禍で延期していた「第３０回香美町こどもの絵１００人展」が、

同時開催の絵画鑑賞や絵画解説などが中止となったものの、開催されたことは、

第３０回という節目であることも含めて、作者である子ども達にとって貴重な

体験となったものと思われ、開催を感謝したい。 

 文化財についての啓発活動については、コロナ禍による中止があったとはい

え講演会を１３回、参加者数も延べ２６３人あったことに対し、担当者の開催

への努力とともに、参加者の熱意に敬意を表したい。 

 

⑸ ふるさと教育の推進 

香美町では「香美町ならでは」の取組を、様々な教育活動に位置づけ、幼児

から高齢者まで、「ふるさと香美町」の魅力の浸透を図っていることは、特色あ

る教育活動の展開と、高く評価できる 

 

① ふるさとに学び・生かす 

「ふるさとに学び・生かす」の観点からは、公民館を拠点として「ふるさと

おもしろ塾」では伝統的な技術や遊び、「土曜チャレンジ学習事業」では自然や

産業、「ふるさと語り部講座」では歴史・文化・観光と、３つの領域で構成し、

児童生徒がそれぞれの分野・領域で学ぶことができる効果的かつ有意義なプロ

グラム構成と言えよう。 

 

② ふるさとを創る 

ふるさと教育においては、地域人材の活用は不可欠であり、また効果的な活動

を推進するための「ものしり博士」、それぞれの実践を発表し合い、よりよいプ

ログラム開発のための「ふるさと教育交流会」、また平素からの学校支援を行っ
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ている「ふるさと教育応援団」の三者の存在は重要である。 

この三者が、①の「ふるさとに学び・生かす」活動を支える基盤を形成する組

織的な取組となっており、①の活性化に大きく貢献するものであり、この編成は

高く評価できる。 

 

４ 教育委員会の活動について 

教育委員会においては、教育長のリーダーシップと各委員の積極的な参加により、

円滑に協議を進めているものと認められる。 

令和２年度は、前年に引き続き臨時を開催することなく、１２回の定例会におい

て４６に及ぶ様々な議案や報告の審議とともに、教育課題や香美町教育のこれから

についての協議を重ねるなど、その機能と役割を十分に果たしていると言える。 

また、県外及び県内・但馬地域で実施された研修会に参加し、最新の教育動向の

認識を深めておられることに敬意を表したい。 

加えて、町内の学校園の入学（園）式、卒業（園）式に出席したり、その他給食

センターや教育相談センターを訪問したりするなどの関わりは、学校園や児童生徒

の状況を知る貴重な機会であるとともに、学校園や施設の教職員のモチベーション

の高揚にもつながっていると言えよう。 

なお、香美町の特色ある教育活動の展開にあたって、総合教育会議の役割は重要

である。引き続き、香美町教育の大綱を定めるとともに、相互に香美町の教育の方

向性や喫緊の課題解決に対する認識を深めるとともに連携を深め、香美町の教育の

振興を図っていただきたい。 

 

５ その他について 

前年度に続き、下記に留意いただきたい。 

円滑な教育行政の展開にあたっては、町長部局との連携は不可欠であり、引き続

き的確な連絡・調整を図っていただきたい。 

所掌事務の推進に際しては、教育活動にあっては学校園、保護者との、その他に

あっては「開かれた教育行政」の観点からも、各種関係団体や町民の声を求めるな

ど、それぞれとの連携を図りながら、かつ教育委員会としての責務を果たすための

主体性を持ち、それぞれのニーズへの対応について、適切に調整していただきたい。 

また、新しい学習指導要領への円滑な移行が進められているが、新しい学びに向

けて、さらに研修・研究を推進していただきたい。 

予算執行にあっては、引き続き経費の効率的・効果的運用に努めていただくとと

もに重要度、緊急度に応じた適切な運用をお願いしたい。 

 

香美町教育委員会外部評価委員会委員 

 

                         廣 岡  徹 

                         三 上 恵里香 

                         田 邊 正 和 
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